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阿部次郎の留学日記
の
日
記
類
は
、
内
容
が
豊
富
で
注
目
に
値
す
る
。
周
知
の
通
り
二
人（
生
年
と
大
学
卒
業
は
阿
部
が
一
年
上
）は
共
に
漱
石
門
下
で
、
阿
部
は
哲
学
・
美
学
、
小
宮
は
独
文
学
を
専
攻
し
て
多
く
の
著
述
や
翻
訳
を
有
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
前
者
は
「
内
面
生
活
の
（
中
略
）
記
録
」（
自
序
）
と
い
う
「
三
太
郎
の
日
記
」
で
文
名
を
高
め
た
他
に
い
く
つ
か
の
随
筆
集
も
あ
り
、
学
生
時
代
か
ら
俳
句
を
余
技
と
し
て
晩
年（
昭
和
十
七
〜
二
十
六
年
）は
日
記
を
「
句
日
記
」
と
題
し
て
い
る
位
で
あ
る
。
一
方
後
者
は
師
漱
石
の
評
伝
の
他
、
能
・
歌
舞
伎
・
芭
蕉
そ
れ
に
若
い
頃
は
新
劇
・
邦
楽
・
美
術
等
の
評
論
も
手
が
け
る
な
ど
、
文
壇
に
も
幅
広
い
足
跡
を
残
し
て
い
る
上
、『
蓬
里
雨
句
集
』
に
付
し
た
恒
子
未
亡
人
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
中
学
時
代
に
「
俳
句
を
作
り
始
め
」
て
か
ら
「
八
十
二
歳
で
死
去
す
る
ま
で
、
折
に
ふ
れ
、
と
こ
ろ
に
応
じ
て
」
句
作
し
て
い
た
と
い
う
。
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
B
7
「
俳
句
手
帳
」
と
題
す
る
 
 
黒
ク
ロ
ー
ス
表
紙
の
ノ
ー
ト
一
冊
が
あ
り
、
そ
れ
に
I
つ
い
て
『
東
北
大
学
記
念
資
料
蔵
品
目
録
 
東
北
大
学
創
立
七
五
周
年
記
念
』
（
東
北
大
学
記
念
資
料
室
・
昭
五
八
）
に
は
、
「
昭
和
二
○
年
一
月
記
と
書
き
お
阿
部
次
郎
の
留
学
日
記
 
福
田
秀
一
一
明
治
以
来
日
本
は
、
各
方
面
の
近
代
化
を
目
指
し
て
先
進
国
に
学
ぶ
べ
く
、
学
芸
面
で
も
政
府（
文
部
省
）が
先
頭
に
立
っ
て
、
多
く
の
若
い
学
者（
そ
の
中
に
は
帝
大
教
授
予
定
者
も
少
な
く
な
い
）を
欧
米
に
送
り
出
し
た
。
そ
の
人
々
の
中
に
、
風
土
も
生
活
も
人
情
も
異
な
る
異
国
で
の
体
験
や
感
想
を
、
日
々
の
日
記
に
綴
っ
た
り
後
日
紀
行
・
回
想
と
し
て
記
し
た
り
し
た
例
も
多
い
。
そ
こ
に
は
時
代
を
超
え
た
日
本
人
の
目
が
あ
る
と
同
時
に
、
年
代
に
よ
り
筆
者
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
は
あ
り
な
が
ら
、
大
袈
裟
に
言
え
ば
近
代
化
へ
の
目
覚
め
や
反
省
、
具
体
的
に
は
先
進
諸
国
へ
の
驚
嘆
や
感
服
・
と
ま
ど
い
と
日
本
が
そ
れ
に
追
い
つ
く
こ
と
の
必
要
、
ま
た
そ
の
た
め
の
方
策
の
片
鱗
、
更
に
稀
に
は
行
き
過
ぎ
た
近
代
化
へ
の
懐
疑
な
ど
を
訴
え
た
語
が
見
え
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
か
ね
て
私
は
そ
れ
ら
に
着
目
し
て
き
た
。
 
そ
の
中
で
、
大
正
後
期
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
阿
部
次
郎
と
小
宮
豊
隆
と
1
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こ
し
戦
時
中
館
長
の
任
に
あ
っ
た
教
授
の
様
々
の
構
想
や
苦
心
が
し
る
さ
れ
て
い
る
」（
原
文
横
書
・
算
用
数
字
）
と
あ
る
。
し
か
も
二
人
は
留
学
の
時
期
も
重
な
っ
て
い
る（
た
だ
、
小
宮
の
方
が
約
一
年
後
れ
て
ず
れ
る
）上
、
帰
朝
後
は
新
設
の
東
北
帝
大
法
文
学
部
に
同
僚
と
し
て
勤
め
た（
阿
部
が
小
宮
を
誘
っ
て
推
薦
し
た
）仲
で
も
あ
り
、
そ
の
前
後
に
催
さ
れ
た
『
芭
蕉
俳
句
研
究
』（
正
・
続
・
続
々
、
岩
波
書
店
・
大
一
一
〜
一
五
、
初
め
『
潮
音
』
に
連
載
）
や
『
芭
蕉
誹
諧
研
究
』（
正
・
続
・
続
々
・
新
続
、
同
・
昭
四
〜
八
、
途
中
ま
で
は
初
め
『
思
想
』
に
連
載
）
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。
し
か
も
阿
部
は
前
者
の
発
起
者
太
田
水
穂
に
語
ら
わ
れ
て
最
初
か
ら
参
加
、
小
宮
は
前
者
に
は
第
一
冊
分
に
途
中
か
ら
参
加
し
た
が
後
者
で
は
中
心
的
役
割
を
勤
め
た
ら
し
く
、
刊
行
の
際
の
代
表
者
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
二
人
の
留
学
先
に
は
出
入
り
が
あ
り
、
重
な
っ
て
い
る
の
は
大
正
十
二
年
六
月
ベ
ル
リ
ン
で
の
一
箇
月
だ
け
で
、
そ
の
間
に
会
っ
た
の
も
数
回（
現
在
判
明
す
る
の
は
二
回
）だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
留
学
日
記
類（
具
体
的
に
は
後
述
）に
記
し
た
見
聞
や
感
想
に
は
共
通
す
る
話
題
や
思
考
も
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
ら
を
話
題
ご
と
に
ま
と
め
て
二
人
を
並
列
・
交
互
に
扱
う
の
は
却
っ
て
混
乱
を
招
く
の
で
、
や
は
り
二
人
に
つ
い
て
別
々
に
述
べ
、
対
比
は
多
く
読
者
に
委
ね
る
こ
と
に
し
た
い
。
更
に
今
回
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
阿
部
一
人
に
絞
っ
て
、
そ
れ
も
一
部
の
問
題
に
限
っ
て
考
察
す
る
。
二
そ
こ
で
阿
部
次
郎
の
場
合
を
取
り
上
げ
る
。
彼
の
留
学
は
大
正
十
一
年
五
月
か
ら
翌
十
二
年
十
月
ま
で
、
留
学
先
は
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
そ
の
他
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
言
え
ば
、
大
正
十
年
十
二
月
二
十
二
日
に
「
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
美
学
研
究
の
た
め
、
満
一
年
二
ケ
月
間
英
独
伊
国
へ
の
在
留
を
命
ぜ
ら
れ
」（
こ
れ
に
先
立
ち
十
年
三
月
東
北
帝
大
法
文
学
部
美
学
科
担
当
の
内
報
を
受
け
、
五
月
に
受
諾
）、
翌
十
一
年
五
月
七
日（
満
三
十
八
歳
）東
京
の
自
宅
を
出
発（「
日
記  
大
正
十
一
年
」
に
よ
る
。
注
12
 
参
照
）、「
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
・
パ
リ
を
経
て
ド
イ
ツ
に
入
り
、
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
移
っ
て
シ
ュ
ワ
ル
ツ
一
家
と
深
く
交
わ
る
」
が
、
翌
十
二
年
ス
イ
ス
・
イ
タ
リ
ー
・
エ
ジ
プ
ト
・
オ
ー
ス
ト
リ
ー
・
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
を
周
遊
」、
九
月
「
十
一
日
に
マ
ル
セ
ー
ユ
か
ら
加
茂
丸
に
乗
り
、
印
度
洋
を
経
て
」
十
月
「
十
八
日
に
帰
朝
し
（
注
、
神
戸
に
、
で
あ
る
）二
十
日
に
帰
京
」
し
た（
こ
の
段
落
、
特
に
断
ら
な
い
事
項
は
『
阿
部
次
郎
全
集
』〈
以
下
『
全
集
』
と
略
称
し
、
書
簡
は
多
く
「
書
」
と
略
し
て
そ
の
番
号
で
示
す
〉
第
十
七
巻
の
「
年
譜
」
に
よ
る
）。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
期
間
の
日
記
と
し
て
現
存
す
る
も
の
は
、
日
数
と
し
て
は
多
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、『
全
集
』
の
言
う
「
日
記
大
正
十
一
年
」（
元
日
か
ら
几
帳
面
に
毎
日
つ
け
て
い
る
）
に
、
出
発
の
直
前
か
ら
五
月
九
日
に
神
戸
を
発
っ
て
汽
車
で
門
司
に
着
き
一
泊
す
る（
書
四
四
九
・
四
五
○
に
よ
り
、
翌
十
日
に
門
司
で
日
本
郵
船
の
箱
根
丸
に
乗
船
し
た
こ
と
が
判
る
）ま
で
の
記
事
が
あ
る
の
と
、
大
正
十
二
年
の
六
月
末
か
ら
十
月
初
め
ま
で
、
す
な
わ
ち
留
学
の
末
期
か
ら
帰
国
の
途
中
ま
で
僅
か
五
箇
月
余
り
の
期
間
が
「
仏
英
日
記
」（
以
下
、
多
く
「
仏
」
と
略
記
す
る
）
と
し
て
『
全
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
と
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
後
者
は
、
僅
か
数
行
ず
つ
な
が
ら
毎
日
欠
か
さ
ず
つ
け
て
い
る
前
者
と
は
対
照
的
に
、
何
日
か
4
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阿部次郎の留学日記
溜
め
て
は
そ
の
間
の
日
々
を（
時
に
省
か
れ
た
日
も
あ
る
）か
な
り
長
文
で
記
し
て
い
る
こ
と
、「
ま
と
め
て
つ
け
る
事
が
多
く
、
日
を
追
っ
て
記
述
さ
れ
て
は
い
る
が
、
日
付
は
と
び
と
び
で
あ
る
」
と
田
熊
渭
津
子
氏（『
日
記
の
目
録—
—
近
代
文
学
を
中
心
と
し
た—
—
』、
私
家
版
・
昭
五
七
）が
言
う
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
欠
け
て
い
る
年
月
す
な
わ
ち
往
路
の
船
旅
か
ら
二
年
目（
大
正
十
二
年
）の
前
半
ま
で
の
期
間
も
、
阿
部
は
日
記
を
つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。『
秋
窓
記
』（
岩
波
書
店
・
昭
一
二
、『
全
集
』
第
十
巻
所
収
）
に
収
め
た
「
羅
馬
日
記
の
一
節
」（
二
年
目
の
二
月
二
十
四
日
の
記
）
は
恐
ら
く
ほ
と
ん
ど
そ
の
日
に
宿
で
つ
け
た
形
の
ま
ま
と
思
わ
れ
る
し
、
更
に
確
か
に
は
、
例
え
ば
「
仏
英
日
記
」（
七
月
一
日
の
条
に
記
す
六
月
十
八
日
の
記
）
に
「
〜
の
こ
と
は
前
の
日
記
に
略
記
し
た
」
と
あ
り
、
ま
た
『
游
欧
雑
記
独
逸
之
巻
』（
以
下
、
単
に
「
游
欧
雑
記
」
も
し
く
は
「
游
」
と
略
記
す
る
）に
、
七
月
八
日
（
中
略
）
の
日
記
に
私
は
か
う
書
い
た—
—
（
一
、
九
年
前
）
十
日
は
朝
か
ら
家
に
籠
つ
て
、
巴
里
以
来
た
ま
つ
て
ゐ
た
日
記
を
書
い
た
。
（
二
、
伯
林
の
夏
）
私
は
宿
に
帰
つ
て
、「（
中
略
）」
と
日
記
に
書
い
た
。（
同
右
）
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
上
、
す
で
に
そ
の
「
自
序
」
に
こ
の
書
の
「
大
部
分
は
十
年
前
の
日
記
を
改
刪
し
た
も
の
」
と
明
示
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
書
簡
の
一
つ（
四
八
○
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
下
宿
か
ら
東
京
の
和
辻
哲
郎
宛
、
十
月
一
日
付
）に
も
、
見
に
行
つ
て
も（
注
、
芝
居
を
）直
に
人
様
に
見
せ
る
や
う
な
も
の
を
書
く
の
は
い
や
で
す
か
ら
日
記
の
中
に
書
い
て
た
め
て
置
く
つ
も
り
で
す
。
日
記
は
怠
け
な
が
ら
も
兎
に
角
つ
け
て
ゐ
ま
す
か
ら
最
初
の
印
象
は
其
処
に
痕
跡
が
残
つ
て
ゐ
る
訳
で
す
。
と
あ
る
。
ま
た
阿
部
は
、『
全
集
』
第
十
四
巻（
昭
三
七
・
一
一
）の
「
解
説
」
に
三
女
の
大
平
千
枝
子
氏
が
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
日
記
、
書
翰
、
覚
え
書
の
類
は
公
刊
す
べ
か
ら
ず
。
特
に
日
記
や
日
録
の
類
は
何
人
の
眼
を
も
経
ず
し
て
焼
棄
せ
ら
る
べ
き
遺
志
を
茲
に
明
言
し
置
く
」
と
遺
言
に
書
い
て
い
る
が
、
一
方
で
没
後
に
遺
さ
れ
た
日
記
は
「
整
理
に
整
理
を
重
ね
た
上
で
保
存
さ
れ
て
」
お
り
、「
或
年
度
の
も
の
を
全
く
欠
く
の
は
、
決
し
て
偶
然
な
紛
失
で
は
な
く
、
ま
た
怠
慢
の
せ
い
で
も
な
く
、
意
識
的
に
破
棄
さ
れ
た
結
果
と
思
わ
れ
る
」
と
い
う（
ほ
ぼ
同
じ
15
こ
と
を
大
平
氏
は
『
全
集
』
の
「
月
報
」
第 
号
〈
昭
三
八
・
四
〉
所
載
「
父
の
日
記
を
編
集
し
て
」
に
も
述
べ
て
い
る
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
考
え
れ
ば
、
現
在
欠
け
て
い
る
右
期
間
の
日
記
も
、
わ
れ
わ
れ
に
は
残
念
な
こ
と
だ
が
、
大
平
氏
の
推
測
す
る
通
り
阿
部
自
身
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
お
ぼ
し
い
。
憶
測
す
れ
ば
、  
往
路
の
航
海
や
最
初
の
フ
ラ
ン
ス
滞
在
の
部
分
を
欠
く
理
由
は
別
と
し
て
、 
ド
イ
ツ
滞
在
の
期
間
は
次
に
表
示
す
る
よ
う
に
右
の
『
游
欧
雑
記
』
に
完
全
に
覆
わ
れ
、 
当
時
の
日
記
に
記
し
た
主
要
な
体
験
と
感
想
は
そ
こ
に
記
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て（
両
者
の
内
容
・
表
現
の
距
離
に
つ
い
て
は
、
後
に
考
察
す
る
）、
破
棄
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
エ
ジ
プ
ト
・
イ
タ
リ
ア
旅
行
の
部
分
も
、
そ
れ
に
近
い
か
も
知
れ
な
い
。
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の
ル
ツ
ェ
ル
ン
に
入
り
、
墺
太
利
の
ヰ
ー
ン
よ
り
独
逸
の
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
に
出
で
て
リ
ッ
プ
ス
先
生
の
遺
族
を
訪
ひ
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
旧
友（
注
、 
シ
ュ
ワ
ル
ツ
家
の
人
々
）を
見
、
ワ
イ
マ
ー
ル
に
ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
ー
の
遺
跡
を
訪
ひ
、
ニ
イ
チ
ェ
、
ア
ル
ヒ
イ
ヴ
に
て
彼
の
妹
と
逢
ひ
、
ド
レ
ス
デ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
を
経
て
和
蘭
に
入
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ハ
ー
グ
に
美
術
館
を
訪
ひ
、
白
耳
義
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
経
て
巴
里
の
人
と
な
り
、
其
間
倫
敦
訪
問
に
三
週
を
費
し
て
、
関
東
大
震
災
後
十
日
、
マ
ル
セ
ー
ユ
よ
り
帰
国
の
途
に
つ
く
。
十
月
廿
日
帰
京
。
こ
れ
に
、
前
記
二
つ
の
手
記
・
日
記
と
書
簡
と
か
ら
判
明
す
る
年
月
日
を
加
え
て
要
約
す
れ
ば
、
1
 
、
出
発
か
ら
ベ
ル
リ
ン
滞
在
ま
で
7
8
大
正
一
一
・
五
・
 
〜
同
・
八
・
 
2
 
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
シ
ュ
ワ
ル
ツ
家
下
宿
8
4
同
一
一
・
八
・
 
〜
一
二
・
一
・
 
3
 
、
ス
イ
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
旅
行
4
1
同
一
二
・
一
・
 
〜
同
・
六
・
 
4
 
、
二
度
目
の
ド
イ
ツ
1
3
同
一
二
・
六
・
 
〜
同
・
七
・
 
5
 
、
オ
ラ
ン
ダ
〜
ロ
ン
ド
ン
の
美
術
館
見
学
と
帰
国
の
航
海
3
20
同
一
二
・
七
・
 
〜
同
・
一
○
・
 
1
の
五
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
游
欧
雑
記
」
は
　
の
後
半（
ベ
ル
リ
ン
生
4
3
活
）か
ら
　
ま
で
を
内
容
と
し（
但
し
　
の
後
半
、
イ
タ
リ
ア 
・ 
エ
ジ
プ
ト
旅
行
の
4
5
部
分
は
省
略
）、「
仏
英
日
記
」
は
　
の
後
半
か
ら
　
の
途
中（
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
）ま
で
を
記
し
て
い
る
。
三
次
に
、
彼
の
外
遊
中
の
行
動
を
一
覧
し
よ
う
と
思
う
が
、
彼
の
場
合
、
右
の
二
つ
の
手
記
・
日
記
の
他
に
家
族
や
友
人
に
宛
て
た
書
簡
が
多
数
残
っ
て
お
り（『
全
集
』
第
十
六
巻
に
、
約
一
年
半
の
外
遊
中
の
も
の
と
し
て
九
十
余
通
が
見
え
る
）、
か
な
り
詳
し
く
追
跡
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
試
み
に
そ
れ
を
年
譜
風
に
作
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
掲
出
項
目（
日
数
）が
七
十
余
に
も
な
っ
た
。
そ
の
他
に
、
茂
吉
の
「
遠
遊
」
が
ウ
ィ
ー
ン
で
の
二
人
の
出
会
い
を
記
録
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
こ
こ
に
載
せ
る
の
は
煩
に
過
ぎ
る
の
で
、
以
下
に
は（
一
部
前
引
の
「
年
譜
」
と
8
重
な
る
が
）阿
部
自
身
が
記
し
た
「
年
譜
草
稿
」（
注
 
参
照
）
の
該
当
部
分
を
、
漢
字
の
字
体
を
改
め
て
誤
記
と
思
わ
れ
る
文
字
の
み
訂
し
、
若
干
の
注
を
付
し
て
引
用
す
る
。
大
正
十
一
年
（
四
十
歳
）
五
月
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
渡
欧
の
途
に
つ
く
。
仏
蘭
西
の
リ
ヨ
ン
、
パ
リ
を
経
、
独
逸
に
入
り
て
ベ
ル
リ
ン
に
滞
留
す
る
こ
と
一
ケ
月
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
移
り
て
其
処
に
落
付
く
。
シ
ュ
ワ
ル
ツ
家（
注
、
下
宿
先
、
後
文
参
照
）
と
深
交
を
締
す
。
大
正
十
二
年
（
四
十
一
歳
）
正
月
瑞
西
及
び
伊
太
利
を
経
過
し
て
、
ナ
ポ
リ
よ
り
埃
及
に
旅
行
す
、
同
行
木
下
杢
太
郎
、
児
島
喜
久
雄
、
小
林
古
径
、
前
田
青
邨
、
原
善
一
郎
夫
婦
そ
の
他
の
諸
氏
。
二
月
ナ
ポ
リ
に
帰
り
羅
馬
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
等
に
各
一
ケ
月
滞
留
の
後
、
ボ
ロ
ニ
ア
、
ラ
ヱ゛
ン
ナ
、
ヱ゛
ネ
チ
ア
、
パ
ド
ワ゛
、
ミ
ラ
ノ
等
を
経
て
瑞
西
11
(
 
)
12
(
 
)
13
(
 )14
(
 )
仏 游
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阿部次郎の留学日記
阿
部
の
場
合
、
在
外
研
究
の
目
的
地
に
「
英
独
伊
国
」
と
い
う
指
定
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（
年
譜
類
及
び
履
歴
書
、
恐
ら
く
出
張
命
令
に
そ
の
旨
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
）が
、
近
年
と
違
っ
て
そ
の
行
程
や
日
程
の
割
り
振
り
な
ど
の
細
目
は
か
な
り
自
由
で
、
現
地
で
の
状
況
・
裁
量
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
右
三
国
以
外
に
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
は
通
り
道
だ
か
ら
問
題
な
い
と
し
て
も
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
は
仲
間
と
エ
ジ
プ
ト
に
も
足
を
伸
ば
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
帰
途
に
は
ギ
リ
シ
ア
に
も
寄
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
彼
地
の
「
悪
疫
が
あ
つ
て
行
け
ぬ
こ
と
に
な
つ
た
」（
書
五
○
一
）
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
最
初
の
ベ
ル
リ
ン
到
着
直
後（
七
月
七
日
）に
は
、
「
一
二
ケ
月
の
う
ち
に
ラ
イ
ン
地
方
に
転
じ
よ
う
と
思
つ
て
ゐ
る
」（
書
四
六
九
、
恒
子
夫
人
宛
）
と
か
「
此
処
に
一
二
ケ
月
ゐ
て
又
南
の
方
へ
う
つ
る
つ
も
り
で
す
」（
書
四
七
○
、
姉
の
加
藤
ま
す
宛
）
と
か
言
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
一
箇
月
後（
八
月
八
日
）に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
へ
移
っ
て
お
り
、
あ
る
い
は
ま
た
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
引
き
払
っ
た
二
年
目
の
正
月
六
日
、
ス
イ
ス
か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
向
か
う
途
中
ベ
ル
ン
の
宿
か
ら
夫
人
に
「
多
分
明
日
ル
ツ
ェ
ル
ン
へ
行
つ
て
明
後
日
伊
太
利
に
入
る
だ
ら
う
」（
書
四
九
七
）
と
書
き
送
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
こ
の
時
は
ル
ツ
ェ
ル
ン
へ
は
行
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る（
書
四
九
八
、
同
月
九
日
夜
、
夫
人
宛
）。
更
に
帰
国
の
航
路
も
、
夫
人
宛
書
簡（
五
一
六
、
大
一
二
・
四
・
一
六
付
）に
「
ア
メ
リ
カ
ま
は
り
は
よ
し
て
矢
張
印
度
洋
を
通
つ
て
帰
る
こ
と
に
き
め
た
」
と
あ
り
、
帰
国
後
の
講
演
「
私
の
外
遊
中
に
与
へ
ら
れ
た
問
題
」（
大
正
十
二
年
中
か
、
於
日
本
女
子
大
、『
全
集
』
第
十
七
巻
所
収
）
で
も
「
帰
り
に
は
米
国
を
廻
つ
て
帰
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
し
た
が
面
倒
に
な
つ
た
の
で
ま
た
印
度
洋
を
通
つ
て
帰
り
ま
し
た
」
と
言
っ
て
い
て
、
初
め
か
ら
決
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
多
少
の
弾
力
性
は
あ
り
な
が
ら
も
、
彼
の
外
遊（
訪
欧
）に
は
、
一
5
応
設
定
さ
れ
た
目
的
が
あ
っ
た
。
す
で
に
北
住
敏
夫
氏
（
注
 
所
掲
文
献
）
な
ど
も
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
彼
は
「
游
欧
雑
記
」
の
第
三
章
「
山
腹
の
家
」
の
第
二
節
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
私
は
欧
羅
巴
に
出
か
け
る
と
き
に
、
見
学
の
一
つ
の
方
針
を
立
て
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
土
地
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
ぬ
も
の
を
見
、
其
処
に
住
ま
な
け
れ
ば
接
し
得
ぬ
生
活
に
接
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
、
私
の
学
問
と
興
味
と
の
性
質
上
、
二
つ
の
方
向
に
具
体
化
す
る
。
そ
の
一
つ
は
、
欧
羅
巴
の
美
術
館
を
出
来
る
だ
け
叮
嚀
に
歴
訪
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
う
し
て
も
う
一
つ
は
、
或
国
に
ゐ
る
あ
ひ
だ
、
許
さ
れ
た
時
間
の
大
半
を
一
つ
の
場
所
に
落
付
い
て
、
そ
の
国
人
の
実
際
生
活
を
味
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
右
に
見
た
在
欧
中
の
彼
の
行
動
は
、
こ
の
方
針
に
よ
く
合
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
続
け
て
自
ら
言
う
よ
う
に
、「
伊
太
利
の
や
う
な
国
」  （
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
）
で
は
、
そ
の
「
語
学
の
貧
し
さ
と
、
其
処
に
見
る
べ
き
も
の
の
夥
し
さ
と
に
よ
つ
て
、
お
の
づ
か
ら
美
術
館
の
歴
訪
が
主
な
る
地
位
を
占
め
る
」
が
、「
独
逸
で
は
、
語
学
の
関
係
か
ら
云
つ
て
も
、
気
質
の
親
し
さ
か
ら
云
つ
て
も
、
後
の
方
針
を
選
ぶ
の
が
も
っ
と
も
ふ
さ
は
し
い
と
」
考
え
、
そ
れ
も
「
独
逸
人
が
ま
だ
独
逸
人
ら
し
く
生
き
、
ル
ー
タ
ー
や
ゲ
ー
テ
以
来
の
伝
統
が
猶
そ
の
力
を
失
は
ず
に
ゐ
る
場
所
」
と
し
て
、
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
眼
を
つ
け
」（
以
上
、
右
の
「
山
腹
の
家
」）、
そ
こ
を
「
定
住
の
地
」（
書
四
七
五
、
太
田
貞
一
〈
水
穂
〉
宛
）
と
さ
え
呼
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
70
つ
て
中
村
氏
と
食
事
を
共
に
し
其
処
で
偶
然
に
一
高
で
寝
室
が
一
緒
だ
つ
た
平
川
工
学
士
と
一
緒
に
な
る
。
殆
ん
ど
二
十
年
ぶ
り
で
此
処
で
逢
ふ
の
も
不
思
議
で
あ
る
。／
四
時
近
く
漢
堡
発
、B
rem
en 
で
の
り
か
へ
て
去
年
の
暮
に
通
つ
た
道
を
通
つ
て
七
時
過 O
ldenburg 
着
。
誰
も
迎
に
来
て
ゐ
な
い
の
を
不
思
議
が
り
な
が
ら
出
口
に
来
る
と G
erda 
が
飛
ん
で
来
て
握
手
す
る
。Frau Schw
artz
を
見
は
ぐ
れ
た
の
だ
と
い
ふ
。
例
の
や
う
に
赤
い
血
色
の
い
ゝ
顔
色
に B
lond
の
髪
を
か
き
あ
げ
た Frisur 
が
よ
く
う
つ
る
。
市
松
の
着
物
は
去
年
僕
が
や
つ
た
浴
衣
を
仕
立
な
ほ
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
荷
物
を
届
け
る
や
う
に
云
つ
て
お
い
て
話
し
な
が
ら
町
を
行
く
と Frau Schw
artz 
に
行
あ
ふ
、B
ahnsteig
（
注
、platform
） 
を
さ
が
し
た
が
見
つ
か
ら
な
か
つ
た
の
で
帰
る
と
こ
ろ
だ
つ
た
と
云
ふ
。（
後
略
）
1
（
游
 
）
二
十
六
日
の
午
後
四
時
に
近
く
、
私
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
に
向
ふ
汽
車
の
中
に
身
を
託
し
て
、  
ド
レ
ス
デ
ン
以
来
の
一
週
間
の
生
活
を
回
想
し
た
。  
伯
林
の
五
日
は
在
留
の
諸
友
と
の
往
来
に
殆
ん
ど
寧
日
が
な
か
つ
た
。
G
伯
林
の
　
（
注
、
阿
部
が
前
年
七
月
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
移
る
ま
で
下
宿
し
て
い
た
軍
医
未
亡
人
の
家
の
女
中
）
は
最
早
新
バ
イ
ロ
イ
ト
街
の
下
宿
か
ら
姿
を
消
し
て
、  
私
の
知
人
の
前
に
は
消
息
を
た
つ
て
ゐ
た
。  
私
は
た
ゞ
彼
女
が
堕
落
の
巷
に
身
を
お
と
し
て
ゐ
ぬ
こ
と
を
切
望
し
な
が
ら
心
で
永
久
の
別
れ
を
告
げ
た
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
一
日
は
正
金
銀
行
と
美
術
館
と
に
暮
れ
た
。
正
金
銀
行
で
二
十
H
年
前
一
高
の
寄
宿
寮
で
寝
室
を
同
じ
く
し
た
　
工
学
士
に
一
高
以
来
始
め
て
逢
つ
て
、
お
互
に
此
処
で
廻
り
合
ふ
不
思
議
に
驚
い
た
。
さ
う
し
て
愈
々
独
逸
旅
行
の
最
後
に
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
諸
友
を
訪
は
う
と
す
る
の
で
あ
る
。  
そ
の
日
は
珍
ら
し
く
晴
れ
た
日
で
あ
つ
た
。
朝
起
き
る
と
日
が
照
つ
て
ゐ
た
の
で
、
宿
の
男
は
、
貴
君
は
天
気
を
持
つ
て
き
て
下
す
つ
た
と
云
つ
た
が
、
そ
れ
が
日
暮
に
な
つ
て
も
猶
持
ち
こ
た
へ
て
ゐ
た
。
ブ
レ
ー
メ
ン
で
乗
替
へ
て
、
昨
年
の
暮
四
留
学
中
の
阿
部
の
観
察
・
体
験
と
感
情
・
思
索
と
を
知
る
資
料
と
し
て
、「
仏
英
日
記
」
は
一
応
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
が
、「
游
欧
雑
記
」
は
ど
の
程
度
そ
れ
を
正
確
・
忠
実
に
写
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
を
探
る
た
め
に
、
両
者
に
共
通
す
る
記
事（
時
期
と
し
て
は
二
年
目
の
大
正
十
二
年
六
月
半
ば
か
ら
七
月
初
め
、
事
14
件
と
し
て
は
後
者
の
「
十
一
、
告
別
」
す
な
わ
ち
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク（
注
 
及
び
後
文
参
照
）で
シ
ュ
ワ
ル
ツ
一
家
と
再
会
し
て
別
れ
る
ま
で
を
）を
二
箇
所
対
比
し
て
み
る
。
そ
の
際
、
一
方
に
の
み
見
え
る
事
実
や
表
現
の
部
分
に
傍
線
を
施
し
、
ま
た
記
A
B
C
事
と
し
て
は
対
応
す
る
が
記
述
の
順
序
が
異
な
る
部
分
に
は
 
・
 
・
 
等
の
記
1
A
a
号
を
付
し
た
。
こ
れ
は（
例
 
）に
の
み
存
す
る
が
、
例
え
ば
 
〜
 
の
部
分
が
「
仏
」 
と
「
游
」
と
で
位
置
を
異
に
し
て
内
容
的
に
対
応
す
る
と
の
意
味
で
あ
る
。
1
（
例
 
—
—
ど
ち
ら
も
そ
の
日
の
記
事
は
ま
だ
続
く
が
、
長
く
な
る
の
で
途
中
で
切
る
）1
（
仏
 
）
六
月
二
十
六
日（
火
）
朝
日
が
照
つ
た
の
で
宿
の
男
が
貴
君
は
天
気
を
持
つ
て
来
て
下
す
つ
た
と
い
つ
た
。
正
金
に
行
つ
て
児
島
が
紹
介
し
て
く
れ
た
中
村
氏
に
逢
ひ
昨
冬
の
分
と
四
月
の
電
報
為
替
の
分
と
四
百
余
磅
を
信
用
状
に
す
る
。
K
unsthalle 
（
注
、
語
源
的
に
は
芸
術
ホ
ー
ル
／
会
館
だ
が
一
般
に
美
術
館
を
言
い
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
市
立
美
術
館
と
あ
る
） 
に
行
つ
て
絵
を
見
る
。
古
い
物
は
殆
ん
ど
碌
な
も
の
が
な
い
が
新
し
い
も
の
に
は
い
ゝ
も
の
が
あ
る
。／C
ourbet 
や C
orot 
が
特
に
お
も
し
ろ
か
つ
た
。 
中
に
も C
ourbet 
の
Psyche 
の
暗
赤
の T
on 
が
忘
れ
ら
れ
な
い
印
象
を
残
し
た
。 
一
時
又
正
金
に
行
A
B
a
C
D
b
c
d
E
F
e
C
B
b
c
A
a
D
f
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阿部次郎の留学日記
に
通
つ
た
道
を
通
り
な
が
ら
、
私
は
半
年
の
月
日
が
彼
等
を
如
何
に
変
へ
て
ゐ
る
か
を
、  
恐
れ
つ
ゝ
も
早
く
知
り
た
か
つ
た
。
七
時
過
汽
車
が
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
駅
に
辷
り
込
ん
だ
と
き
、
私
は
出
迎
の
人
達
の
喜
び
に
輝
い
た
顔
を
予
期
し
つ
ゝ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
降
り
た
つ
た
が
、
其
処
に
は
誰
の
顔
も
見
当
ら
な
か
つ
た
。
不
思
議
に
思
ひ
な
が
ら
駅
を
出
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
思
ひ
が
G
G
け
ず
女
中
の
　（
注
、
前
出
の
　
と
は
別
人
）が
横
合
か
ら
飛
び
出
し
て
来
て
、
い
き
な
り
私
の
手
を
握
つ
た
。
老
夫
人
と
一
緒
に
迎
へ
に
来
た
が
、
は
ぐ
れ
て
一
人
に
な
つ
た
の
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
私
は
荷
物
の
配
達
を
駅
員
に
頼
ん
で
、
二
人
で
話
し
な
が
ら
町
を
歩
い
た
。
彼
女
は
去
年
に
変
ら
ず
親
し
げ
に
嬉
し
げ
で
あ
る
。
例
の
如
く
血
色
の
い
ゝ
顔
色
に
、
ブ
ロ
ン
ド
の
髪
を
か
き
あ
げ
フ
リ
ズ
ー
ル
た     
髪
恰
好
が
よ
く
う
つ
つ
た
。
彼
女
が
着
て
ゐ
る
市
松
模
様
の
上
衣
は
、  
去
年
私
が
彼
女
に
残
し
て
行
つ
た
浴
衣
で
あ
る
。
あ
れ
を
上
衣
に
仕
立
て
な
ほ
し
ま
し
た
、
と
彼
女
は
告
げ
た
。
こ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
歩
い
て
行
く
と
こ
ろ
に
、
ひ
よ
つ
こ
り
又
老
夫
人
に
逢
つ
た
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
捜
し
た
が
見
当
ら
な
か
つ
た
の
で
、
今
帰
る
と
こ
ろ
だ
つ
た
と
い
ふ
。（
後
略
）
2
1
（
例
　—
—
例
　
の
記
事
か
ら
約
一
週
間
の
後
、
七
月
三
日
の
記
の
一
部
で
あ
る
）
2
（
仏
　
）
（
前
略
）
A
m
erforst 
の
前
の
停
車
場
で
一
人
の
和
蘭
人
が
乗
り
こ
ん
で
来
て
、
隣
の
席
が besetzt 
（
注
、
英
語
の occupied 
に
当
る
） 
か
と
い
ふ
か
ら
V
ielleicht （
注
、
英
語
の perhaps 
に
同
じ
く
、
か
つ
て
「
多
分
」
と
教
え
た
が
誤
で
、「
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
」
の
意
）と
い
ふ
と
、V
ielleicht 
で
す
か
と
笑
ひ
な
が
ら
す
わ
り
込
む
。
そ
の
席
の
英
語
を
話
す
男
が
帰
つ
て
来
て
も
、
貴
君
の
席
で
し
た
か
と
少
し
ゐ
ざ
つ
た
だ
け
で
平
気
な
も
の
で
あ
る
。／M
ünchen 
か
ら
来
る
時 Stuttgart 
で O
rdnung halber 
（
注
、「
秩
序
の
た
め
」
の
意
） 
に
四
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
怒
鳴
つ
た Sieber 
（
注
、
人
名
か
） 
を
想
起
し
て
和
蘭
人
は
呑
気
な
田
舎
者
だ
と
思
ふ
。A
m
erforst 
の
乗
換
で
赤
帽
が
ゐ
な
い
の
で
英
語
を
話
す
男
の
一
行
が
停
車
場
の
荷
車
を
ひ
い
て
来
て
運
搬
す
る
序
に
僕
の
も
一
緒
に
の
せ
て
く
れ
る
。
十
時
と
云
つ
て
も
ま
だ
黄
昏
の
、
平
原
の
中
に
あ
る
停
車
場
に
、
チ
ラ
ホ
ラ
ゐ
る
人
の
善
さ
さ
う
な
和
蘭
人
を
見
な
が
ら
汽
車
を
待
つ
の
は
の
び
や
か
な
気
持
で
あ
る
。（
後
略
）
2
（
游
　
）
ア
マ
ー
フ
ォ
ル
ス
ト
の
一
つ
手
前
の
停
車
場
で
、
一
人
の
和
蘭
人
が
乗
込
ん
で
来
て
私
の
隣
の
席
が
占
領
さ
れ
て
ゐ
る
か
と
た
づ
ね
る
。
そ
の
席
の
人
は
さ
つ
き
ま
で
ゐ
た
の
が
見
え
な
く
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
私
は
わ
か
ら
な
か
つ
た
か
ら
た
ゞ
多
分
と
答
へ
た
。
さ
う
す
る
と
彼
は
多
分
で
す
か
と
笑
ひ
な
が
ら
其
処
に
す
わ
り
込
ん
だ
。
さ
う
し
て
前
の
男
が
再
び
帰
つ
て
来
て
も
、
こ
れ
は
貴
君
の
席
で
し
た
か
と
少
し
ゐ
ざ
つ
た
だ
け
で
平
然
と
し
て
つ
ゐ
た
。
私
は
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
か
ら
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
へ
行
く
汽
車
の
中
で
「
秩
序
の
た
め
に
」
四
人
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
怒
鳴
つ
た
男
の
こ
と
を
想
ひ
起
し
て
、
和
蘭
人
は
呑
気
な
田
舎
者
だ
と
思
つ
た
。
さ
う
し
て
ア
マ
ー
フ
ォ
ル
ス
ト
で
乗
換
を
待
つ
と
き
、
赤
帽
が
ゐ
な
い
の
で
、
英
語
を
話
す
和
蘭
人
の
一
団
が
停
車
場
の
荷
車
を
ひ
つ
ぱ
り
出
し
て
来
て
、
序
に
私
の
も
一
緒
に
運
ん
で
呉
れ
る
に
及
ん
で
、
私
は
益
々
和
蘭
人
は
呑
気
だ
と
い
ふ
感
を
深
め
た
。
十
時
と
云
つ
て
も
ま
だ
黄
昏
の
、
平
原
の
中
に
あ
る
停
車
場
に
チ
ラ
ホ
ラ
す
る
、
人
の
善
さ
さ
う
な
和
蘭
人
を
見
な
が
ら
、
汽
車
を
待
つ
の
は
の
び
や
か
な
心
持
で
あ
る
。（
後
略
）
右
二
組
の
対
比
で
判
る
よ
う
に
、「
仏
」
は
自
身
の
記
録
・
備
忘
と
し
て
原
語
の
綴
り
も
登
場
人
物
名
も
そ
の
ま
ま
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
游
」
は
読
者
を
意
識
し
て
そ
れ
ら
を
訳
語
な
ど
に
置
き
換
え
た
り
イ
ニ
シ
ァ
ル
に
し
た
り
し
た
上
、
全
体
と
し
て
多
少
と
も
読
物
的
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
読
者
に
伝
え
る
必
1
要
の
な
い
情
報（
例
え
ば
「
仏
 
」
の
最
初
の
傍
線
部
）や
そ
の
章
の
主
題
か
ら
は
d
F
f
E
e
フ
イ
ル
ラ
イ
ヒ
ト
ベ
ゼ
ツ
ツ
ト
72
外
れ
る
 K
unsthalle 
の
印
象
な
ど
を
削
り
、
代
り
に
当
時
の
自
分
の
心
境
の
説
明
や
人
物
の
動
作
の
細
か
い
描
写（
例
え
ば
「
横
合
か
ら
」「
ひ
よ
つ
こ
り
」）を
補
っ
1
A
E
F
A
1
て
い
る
。
例
え
ば
例
 
に
見
る
 
・
 
・
 
各
箇
所
の
移
動
は
、
 
は
「
游
 
」
E
F
で
そ
の
直
後
の
傍
線
部
を
生
か
す
た
め
、
 
・
 
は
状
況
を
よ
り
解
り
や
す
く
す
る
た
め
の
推
敲
と
言
え
よ
う
。
2
し
か
し
な
が
ら
、（
例
 
）に
見
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
相
違
の
ほ
と
ん
ど
無
い
部
分
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
仏
」
の
原
文
が
、
最
少
限
の
修
正
を
経
て
そ
の
ま
ま
「
游
」
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
重
複
部
分
が
少
な
い
た
め
、
後
者
が
全
体
と
し
て
ど
の
程
度
原
日
記
の
姿
を
残
し
て
い
る
か
は
不
明
と
言
う
他
な
い
が
、
記
事
の
取
捨
や
心
境
の
吐
露
は
と
も
か
く
、
そ
こ
に
見
え
る
事
実
の
記
述
に
は
虚
飾
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
は
無
い
と
見
ら
れ
、
阿
部
の
外
遊
日
記
と
し
て
は
、「
仏
英
日
10
記
」
の
み
な
ら
ず
「
游
欧
雑
記
」（
注
 
に
述
べ
た
通
り
約
十
年
後
の
筆
で
、
中
に
は
時
日
を
先
取
り
し
た
記
述
も
あ
る
）も
、
右
の
よ
う
な
条
件
を
考
慮
し
た
上
で
活
用
し
て
よ
い
と
考
え
る
。
阿
部
自
身
、「
游
」
の
こ
と
を
後
年
「
外
遊
日
記
の
抄
録
」
と
言
っ
て
い
る
。
因
み
に
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
日
記
体
で
は
な
く
、
日
付
は
必
要
に
応
じ
て
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
述
の
通
り
多
数
残
る
書
簡
に
よ
っ
て
推
定
で
き
る
日
時
が
多
く
、
全
体
と
し
て
回
想
記
の
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
河
合
栄
治
郎
の
「
在
欧
通
信
」（
も
と
『
改
造
』
連
載
）
が
日
記
と
並
行
し
て
書
か
れ
な
が
ら
内
容
・
構
成
に
著
し
い
相
違
を
有
す
る
の
と
は
、
事
情
を
異
に
す
る
。
五
右
の
二
つ
の
日
記
類
を
通
じ
て
印
象
的
な
こ
と
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
第
一
に
挙
げ
た
い
の
は
ド
イ
ツ
と
ド
イ
ツ
人
へ
の
愛
情
、
そ
れ
ら
へ
の
親
近
感
で
あ
る
。
特
に
戦
後
の
疲
弊
に
悩
み
、
イ
ン
フ
レ（
マ
ル
ク
の
下
落
）に
あ
え
ぐ
ド
イ
ツ
人
へ
の
同
情
、
そ
し
て
そ
の
一
因
は
ド
イ
ツ
に
過
重
な
経
済
的
負
担
を
強
い
た
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
あ
り
と
し
、「
こ
の
条
約
を
強
ひ
た
聨
合
国
の
一
員
た
る
日
本
の
臣
民
と
し
て
、
間
接
に
そ
の
責
任
を
負
ふ
」
と
、
日
本
人
と
し
て
の
一
種
の
後
ろ
め
た
さ
さ
え
洩
ら
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
游
」
の
「
一
、
九
年
前
」
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
経
済
困
窮
の
話
題
に
終
始
し
、「
二
、
伯
林
の
夏
」
に
も
そ
れ
は
引
き
継
が
れ
て
、
後
に
は
シ
ュ
ワ
ル
ツ
一
家
（
後
文
参
照
）
の
家
計
に
何
ら
か
の
援
助
を
し
た
り（
年
末
一
人
で
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
へ
往
復
し
た
の
は
、
明
記
し
て
い
な
い
が
そ
の
た
め
ら
し
い
）、「
十
分
の
一
税
」（
こ
こ
で
は
、
外
貨
を
マ
ル
ク
に
両
替
し
た
と
き
、
そ
の
一
割
を
喜
捨
す
る
制
度
の
よ
う
で
あ
る
）に
進
ん
で
協
力
し
た
り
も
し
て
い
る
。「
仏
」
の
パ
リ
滞
在
中
に
も
、
（
前
日
に
買
っ
て
き
た
「
時
局
に
関
す
る
本
」
の
一
つ
を
読
み
） V
ersailles 
条
約
の
こ
ん
な
に
ひ
ど
い
も
の
な
こ
と
を
今
ま
で
知
ら
ず
に
ゐ
た
の
は
面
目
が
な
い
。
18
（
七
・
 
。
以
下
、
大
正
十
二
年
の
月
日
を
こ
の
よ
う
に
略
記
す
る
。
な
お
、
周
知
の
通
り
ド
イ
ツ
は
そ
の
後
二
度
も
立
ち
直
っ
た
）
V
ersailles 
条
約
の
内
容
を
今
頃
に
な
つ
て
知
る
の
は
恥
か
し
い
が
独
逸
を
永
久
に
浮
ば
れ
な
い
や
う
に
十
重
二
十
重
に
縛
ら
う
と
し
て
ゐ
る
の
は
卑
怯
で
あ
り
、
7
暴
虐
で
あ
り
、
非
人
道
で
あ
る
。（
後
略
、
八
・
 
）
な
ど
と
記
し
て
お
り（
以
下
、
こ
の
節
は
特
に
断
ら
ぬ
限
り
「
仏
」
を
引
く
）、
書
18
五
三
八（
ロ
ン
ド
ン
の
ホ
テ
ル
か
ら
ベ
ル
リ
ン
の
小
宮
宛
、
こ
の
年
八
・
 
付
）に
18
も
、
七
・
 
と
同
様
な
述
懐
に
加
え
て
「
独
逸
人
の
う
ち
に
親
し
い
友
達
を
持
つ
15
(
 
)
16
(
 
)
17
(
 
)
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阿部次郎の留学日記
て
ゐ
る
せ
い
で
特
に
独
逸
を
気
の
毒
に
思
つ
て
ゐ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
と
ド
イ
ツ
人
へ
の
同
情
や
親
し
み
は
折
に
ふ
れ
て
吐
露
さ
れ
、
腹
の
底
の
善
良
で
温
か
な
独
逸
人
が
独
り
ど
う
し
て
あ
ん
な
に
不
幸
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
考
へ
る
と
可
哀
さ
う
に
な
る
。
摂
理
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
刑
罰
と
考
へ
よ
う
と
し
て
も
独
逸
人
だ
け
が
こ
れ
に
価
す
る
と
は
ど
う
し
4
て
も
思
へ
な
い
、（
後
略
、
七
・
 
、
前
日
の
記
事
）
と
か
、
ロ
ン
ド
ン
で
目
に
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
貧
民
が
「
独
逸
人
の
や
う
な
朴
訥
な
善
良
さ
と
は
全
く
種
類
を
異
に
し
て
 hard 
な
 sm
art 
な
顔
を
し
て
ゐ
る
」（
八
・
17
 
）
と
か
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
も
っ
と
個
人
的
な
レ
ベ
ル
で
は
、
例
え
ば
B
aedeker 
は
 H
olland und Belgium
 
に
変
つ
て
、
今
迄
う
し
ろ
の
地
図
を
見
る
為
に
始
終
出
し
て
お
い
た
 Thüringen 
の
 B
aedeker 
が
不
要
に
な
つ
た
。  
こ
5
ん
な
に
し
て
独
逸
と
の
縁
が
う
す
く
な
つ
て
行
く
。（
七
・
 
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
て
）
独
逸
語
系
の
と
こ
ろ
に
と
ま
る
の
も
今
夜
き
り
で
あ
る
。
独
逸
語
を
出
来
る
だ
け
封
じ
て
英
語
で
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
用
意
が
必
要
に
な
つ
て
来
た
。
独
逸
語
癖
を V
erlernen 
（
注
、「
習
っ
た
の
に
忘
れ
る
」
の
意
） 
す
る
努
力
を
す
る
の
は
薄
情
で
あ
る
が
、
敵
意
で
一
杯
に
な
つ
て
ゐ
る
国
を
「
旅
人
」
と
し
て
出
来
る
だ
け
不
愉
快
な
く
通
過
す
る
た
め
に
は
こ
れ
も
や
む
を
得
ぬ K
lugheit 
（
注
、 
賢
7
明
さ
） 
で
あ
る
。（
七
・
 
、
ハ
ー
グ
に
て
）
の
よ
う
な
感
傷
や
弁
解
が
述
べ
ら
れ
、
パ
リ
生
活
を
ふ
り
か
え
っ
て
も
、
Paris 
で
は
た
ゞ
何
と
な
く
日
が
た
つ
た
。
独
逸
に
較
べ
れ
ば
気
は
軽
い
が
独
逸
12
の
や
う
に
深
く
心
に
触
れ
る
生
活
も
な
か
つ
た
。（
八
・
 
冒
頭
部
）
と
言
う
。
そ
し
て
「
こ
れ
は
言
語
が
通
ぜ
ぬ
こ
と
も
与
つ
て
力
が
あ
る
で
あ
ら
う
」
と
、
阿
部
が
自
ら
言
う
通
り
に
違
い
な
い
。
ド
イ
ツ
哲
学
を
専
門
と
し
た
彼
が
、
ド
イ
ツ
語
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
と
ド
イ
ツ
人
に
親
近
感
を
持
つ
の
は
、
極
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
彼
は
、
英
語
も
一
通
り
は
で
き
た
と
思
わ
れ
る
の
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
イ
ギ
リ
ス
人
に
は
あ
ま
り
好
感
を
持
っ
て
い
な
い
。
「
ロ
ン
ド
ン
は
大
体
に
お
い
17
て
き
た
な
い
町
で
あ
る
」（
八
・
 
）
な
ど
は
率
直
な
観
察
で
、
そ
の
建
築
が
「
手
堅
い
ガ
ツ
シ
リ
し
た
」「
野
暮
で
は
あ
る
が
 Solid 
な
と
こ
ろ
が
そ
の
と
り
柄
で
あ
る
」（
同
）
と
美
学
者
ら
し
く
客
観
的
に
評
価
し
て
い
る
点
も
あ
る
が
、
貧
乏
人
を
ド
イ
ツ
人
と
比
べ
た
感
想
の
あ
る
前
引
の
記
事
の
前
後
に
も
、
英
国
の
資
本
家
が
内
外
で
「
金
持
で
ず
る
く
て
、
見
だ
し
な
み
が
よ
く
て
、
沈
着
で
、
紳
士
顔
を
」
し
て
、「
自
家
防
衛
と
自
国
の
不
利
な
状
態
を
取
繕
ふ
し
ん
ね
り
む
つ
つ
り
な
cleverness
」
で
あ
る
と
、
口
を
極
め
て
罵
っ
て
お
り
、
帰
国
の
船
上
で
見
か
け
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
ふ
と
し
た
態
度
に
つ
い
て
、「
英
吉
利
人
の
御
世
辞
は
固
よ
り
割
引
2
を
し
て
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
一
○
・
 
）
は
ま
あ
よ
い
と
し
て
も
、「
英
吉
利
人
の
身
勝
手
を
縮
図
に
し
て
見
せ
ら
れ
る
や
う
で
」（
同
）
あ
っ
た
と
い
う
感
想
も
あ
る
。
極
め
付
き
は
「
漢
口
で
待
つ
て
ゐ
る
許
嫁
の
男
の
と
こ
ろ
に
結
婚
に
行
く
と
い
ふ
女
と
頭
髪
の
真
中
に
一
群
の
白
髪
が
あ
る
（
中
略
）
獅
子
鼻
の
醜
い
男
?
と
」 
の
不
倫（
 
）を
観
察
し
て
、
二
人
と
も
表
面
真
面
目
ら
し
く
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
が
英
吉
利
人
の
偽
善
を
代
表
す
る
。
淫
蕩
は
今
の
欧
羅
巴
一
般
で
あ
る
が
、
口
を
ぬ
ぐ
ふ
こ
と
の
巧
な
も
の
ほ
ど
下
等
で
あ
る
と
す
れ
ば
英
吉
利
人
の
淫
蕩
は
一
番
下
等
で
あ
る
。（
同
）
18
(
 
)
74
の
評
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
へ
の
嫌
悪
は
ほ
と
ん
ど
偏
見
に
近
い
も
の
が
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
も
前
引
の
よ
う
に
あ
ま
り
親
し
み
は
感
じ
て
い
な
い
。
前
に
一
部
を
引
い
た
パ
リ
生
活
最
終
日
の
記
に
も
、
た
だ
女
の
夏
衣
裳
の
む
き
出
し
な
艶
め
か
し
さ
に
 Persönlichkeit ( =
personality)
の
接
触
を
欠
い
た
刺
戟
を
感
ず
る
だ
け
で
あ
つ
た
。
自
分
は
ま
だ
仏
蘭
西
の
生
活
を
彼
是
す
る
権
利
が
な
い
。
そ
れ
は
も
つ
と
仏
蘭
西
語
を
勉
強
し
て
か
ら
再
び
来
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
自
分
が
今
仏
蘭
西
に
つ
い
て
云
ひ
得
る
こ
と
は
そ
の
政
策
の
非
人
道
と
愚
劣
と
を
兼
ね
て
ゐ
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
12
は
敢
て
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
と
思
ふ
。（
八
・
 
冒
頭
部
）
と
あ
る
。
か
う
し
た
欧
米
諸
民
族
の
日
本
に
対
す
る
態
度
を
比
較
し
得
る
事
態
が
、
偶
然
に
起
こ
っ
た
。
各
紙
に
載
っ
た
関
東
大
震
災
の
報
道
と
論
評
で
あ
る
。
阿
部
は
九
月
二
日
の
昼
パ
リ
で
、
同
地
の
新
聞
で
知
っ
た
と
い
う
坂
崎
坦
か
ら
聞
い
た
の
が
第
一
報
で
、
そ
の
後
は
予
定
し
て
い
た
美
術
館
見
物
も
止
め
て
日
本
人
仲
間
と
し
30
き
り
に
会
い
、
情
報
を
交
換
し
た
り
心
配
を
分
け
あ
っ
た
り
し
て
い
る（
九
・
　
に
帰
国
の
船
中
で
遡
っ
て
記
し
た
日
々
の
中
に
、
二
日
の
こ
と
と
し
て
記
す
）が
、
そ
の
続
き
と
し
て
「
新
聞
の
報
道
」
に
つ
い
て
も
欧
州
の
新
聞
を
見
る
と
 France 
の
同
情
が
一
番
 genuine 
な
感
じ
が
し
た
。
英
吉
利
の
新
聞
は
個
人
と
し
て
の
同
情
と
国
家
と
し
て
の
嫉
妬
と
を
同
時
に
感
じ
さ
せ
る
や
う
な
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
。Tim
es 
の
寄
書
（
注
、
投
書
の
こ
と
か
）
に
は
心
の
暖
い
も
の
が
あ
つ
た
が
 D
aily M
ail 
の
報
道
の
調
子
は
物
珍
ら
し
い
事
件
を
報
ず
る
冷
さ
が
あ
つ
た
。D
aily M
irror 
と
い
ふ
写
真
新
聞
に
は
、
歴
史
の
進
行
が
一
朝
に
し
て
そ
の
途
を
か
へ
、
第
一
等
国
が
三
流
四
流
に
落
つ
る
か
も
知
れ
な
い
な
ど
と
書
い
て
あ
つ
た
。
併
し
英
吉
利
流
の
腹
黒
さ
で
こ
れ
を
喜
ぶ
調
子
を
表
に
あ
ら
は
さ
な
か
つ
た
が
一
日
 C
hicago Tribune 
と
 N
ew
 Y
ork
H
erald 
と
を
買
つ
て
僕
は
す
つ
か
り
気
を
悪
く
し
た
。
其
処
に
は
「Jap D
eath
Toll  
が
幾
十
万
」
と
い
ふ
や
う
な
見
出
し
が
あ
る
。
こ
の
地
震
で
日
本
は
少
く
と
も
 o
n
e generation 
後
れ
る
と
書
い
て
あ
る
。
世
界
中
で
最
初
に
救
助
の
為
に
 start 
し
た
の
は
米
国
だ
と
書
い
て
あ
る
。
不
慮
の
天
災
で
競
争
国
の
出
鼻
を
挫
い
た
と
い
ふ
喜
び
、
米
国
の
 G
lory 
を
誇
る
心
が
日
本
の
災
害
を
悲
む
心
の
数
等
上
に
出
て
ゐ
る
こ
と
が
感
ぜ
ら
れ
た
。
何
お
前
達
の
注
文
通
り
に
は
行
か
な
い
ぞ
と
思
ふ
心
が
自
然
に
胸
に
湧
い
て
来
た
。
と
い
う
、
も
ち
ろ
ん
限
ら
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
で
は
あ
る
が
、
興
味
深
い
比
較
と
感
想
、
そ
し
て
阿
部
の
理
性
的
で
自
然
な
愛
国
心
の
発
露
が
見
え
る
。
六
ド
イ
ツ
と
ド
イ
ツ
人
へ
の
親
し
み
は
、
そ
こ
で
の
下
宿
先
の
人
々
と
の
親
交
に
細
や
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
読
後
の
印
象
と
し
て
は
、
特
に
「
游
」
で
は
そ
れ
が
一
番
強
烈
で
あ
る
。
阿
部
の
ド
イ
ツ
で
の
下
宿
は
二
箇
所
で
、
最
初
の
約
一
箇
月
は
ベ
ル
リ
ン
の
新
バ
イ
ロ
イ
ト
街
 N
eu Beyreuterstrasse 
の
軍
医
未
亡
人
Frau Siegfried 
の
許
、
そ
の
後
の
約
八
箇
月
は
前
述
の
 Schw
artz 
家
で
あ
っ
た
。
初
め
の
下
宿
は
、「
嘗
て
此
家
の
下
宿
人
で
あ
つ
た
」（「
游
」
の
「
二
、
伯
林
の
H
夏
」）
友
人
 
が
紹
介
・
案
内
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
夫
人
宛
の
書
簡（
四
六
九
）に
19
(
 
)
20
(
 
)
75
阿部次郎の留学日記
僕
の
今
ゐ
る
う
ち
は
軍
医
の
未
亡
人
で
間
貸
し
を
し
て
生
活
し
て
ゐ
る
の
だ
さ
う
だ
が
金
に
は
困
つ
て
も
品
は
悪
く
な
い
。
男
女
の
子
供
二
人（
注
、「
游
」
に
「
男
の
子
は
田
舎
に
行
つ
て
ゐ
て
」
と
あ
る
）と
女
中
と
他
に
日
本
人
の
下
宿
人
が
僕
と
合
せ
て
今
三
人
ゐ
る
。
ピ
ヤ
ノ
も
あ
る
し
娘
に
音
楽
の
教
師
も
つ
い
て
ゐ
る
し
、
部
屋
の
道
具
な
ど
は
勿
論
吾
々
の
家
と
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
立
派
だ
が
、
生
活
は
随
分
き
り
つ
め
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。
と
あ
っ
て
、
大
体
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
下
宿
の
こ
と
は
「
仏
」
に
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
「
游
」
（
二
、
伯
林
の
夏
）
に
記
す
と
こ
ろ
を
信
ず
る
し
か
な
い
が
、
そ
こ
で
阿
部
が
親
愛
の
情
を
も
っ
て
多
く
の
筆
を
割
い
て
い
る
の
は
、
「
女
中
」（
今
風
に
言
え
ば
メ
イ
G
5
ド
） 
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
北
住
氏
（
注
 
所
掲
文
献
）
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
親
し
み
の
き
っ
か
け
は
、
す
で
に
愛
す
る
妻
子
が
あ
っ
た
彼
も
一
人
暮
し
の
自
然
と
し
て
若
い
女
性
に
心
が
向
い
た
も
の
か
、
自
然
や
美
術
と
と
も
に
人
間
に
も
関
心
の
深
か
っ
た
彼
が
最
も
身
近
な
人
物
と
し
て
の
彼
女
に
注
意
し
た
も
の
か
、
ま
た
そ
の
孤
児
の
境
遇
に
多
少
の
同
情
を
覚
え
た
の
か
、
恐
ら
く
そ
の
す
べ
て
で
あ
っ
た
ろ
う
。
阿
部
に
よ
れ
ば
彼
女
は
「
先
づ
美
し
い
娘
の
部
に
属
」
し
、「
眼
鼻
立
が
整
つ
て
、
言
動
の
露
骨
な
、
西
班
牙
風
な（
例
へ
ば
カ
ル
メ
ン
風
な
）野
卑
に
も
拘
ら
ず
、
輪
廓
に
貴
族
的
な
俤
が
残
つ
て
ゐ
た
」
。
彼
の
部
屋
で
「
何
か
の
拍
子
に
」
“D
eutschland, D
eutschland, über alles” 
と
「
叫
び
出
し
」、「
現
在
の
独
逸
の
逆
境
も
結
局
こ
の
一
句
に
基
い
て
ゐ
る
こ
と
を
」
信
じ
て
い
た
彼
が
た
し
な
め
て
も
承
知
せ
ず
、「
い
ゝ
え
、D
eutschland, D
eutschland, über alles 
で
す
」
と
再
び
叫
ん
で
、
高
笑
い
し
な
が
ら
部
屋
を
飛
び
出
し
て
行
く
よ
う
な
女
で
あ
っ
た
。
ま
ラ
イ
ヒ
た
、「
衣
食
に
困
ら
ぬ
程
度
の
生
活
の
安
定
を
得
た
い
」、
そ
の
た
め
に
「
金
持
」  
な
男
と
結
婚
し
た
い
と
い
う
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
娘
で
あ
っ
た
。
そ
の
彼
女
が
次
第
に
阿
部
に
心
を
開
い
て
行
く
過
程
は
面
白
い
。
例
え
ば
、
彼
が
い
く
ら
か
加
減
を
損
ね
て
寝
て
い
る
と
、「
矢
張
一
人
留
守
を
し
て
ゐ
た
彼
女
が
や
つ
て
来
て
、
西
洋
流
の
礼
儀
に
お
か
ま
ひ
な
し
に
、
床
の
前
に
あ
る
椅
子
に
腰
を
か
け
て
」
身
の
上
話
や
右
の
よ
う
な
希
望
を
語
り
、「
靴
に
穴
が
あ
い
た
と
云
つ
て
手
に
と
つ
て
見
せ
」
た
り
す
る
。
そ
れ
は
「
買
つ
て
貰
ひ
た
い
謎
に
違
ひ
な
い
が
、
こ
の
場
合
そ
の
賎
し
さ
も
憎
む
気
に
は
な
れ
な
か
つ
た
」
と
、
阿
部
は
書
く
。
更
に
、「
金
持
で
善
良
で
、
貴
君
の
や
う
な
人
と
結
婚
し
た
い
、
併
し
貴
君
に
は
許
嫁
が
あ
る
で
せ
う
」
と
ま
で
言
う
。
そ
れ
を
彼
は
、「
さ
も
し
い
と
云
ふ
よ
り
も
寧
ろ
ほ
だ
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
し
、
結
論
と
し
て
「
こ
れ
は
固
よ
り
彼
女
の
恋
で
は
な
い
。
た
ゞ
今
の
貧
し
さ
か
ら
脱
れ
た
さ
に
満
更
冗
談
で
も
な
い
空
想
を
起
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
と
分
析
す
る
が
、
果
し
て
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。 
阿
部
は
「
其
処
に
留
学
生
並
み
の
誘
惑
を
感
ぜ
ぬ
と
は
固
よ
り
云
ひ
き
れ
な
い
。  
併
し
女
の
貧
に
乗
じ
て
こ
れ
を
弄
ぶ
の
は
卑
し
い
こ
と
で
」、「
こ
の
卑
し
さ
に
陥
る
こ
と
を
恥
辱
と
感
じ
た
」
彼
は
、「
妙
に
 dom
estisch-traurig-liebkosend-sinn-
lich 
（
注
、「
家
庭
的
な
、
悲
し
い
、
愛
撫
す
る
や
う
な
、
肉
感
的
な
」
と
訳
語
を
添
え
る
）
気
持
に
」
な
っ
た
と
言
う
。
靴
は
結
局
そ
の
直
後
の
日
曜
日
に
、「
そ
の
無
邪
気
な
、
貧
し
い
姿
が
可
哀
さ
う
に
な
つ
て
」
買
っ
て
や
る
気
に
な
り
、
多
め
の
代
金
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
彼
女
は
一
方
な
ら
ず
喜
び
、
い
よ
い
よ
彼
に
親
し
み
を
見
せ
る
。
彼
を
訪
ね
て
き
た
友
人
21
(
 
)
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H
 
を
や
や
無
法
に
咎
め
た
り
、
同
宿
の
「
何
処
か
の
国
の
大
学
教
授
（
注
、
前
引
の
夫
人
宛
書
簡
に
よ
れ
ば
日
本
人
で
は
あ
る
ま
い
か
）」
が
本
気
で
誘
惑
し
よ
う
と
し
た
と
彼
に
訴
え
た
り（
彼
は
一
応
そ
の
教
授
を
弁
護
す
る
）し
、
や
が
て
「
毎
晩
寝
る
前
に
お
休
み
を
云
ひ
に
来
る
習
慣
に
」
な
る
。
そ
の
後
も
彼
女
と
は
、
冗
談
半
分
の
喧
嘩
を
し
た
り
仲
直
り
を
し
た
り
し
て
い
る
が
、
や
が
て
阿
部
は
「
伯
林
と
彼
女
と
か
ら
逃
げ
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
」
く
な
る
。
そ
の
経
緯
は
詳
述
を
省
く
が
、
彼
の
語
を
借
り
れ
ば
、
所
詮
「
一
外
国
人
と
し
て
の
」
彼
は
「
持
久
的
に
彼
女
を
飢
（
注
、
そ
れ
は
「
欲
望
の
緊
張
と
そ
れ
が
充
さ
れ
ぬ
こ
と
か
ら
来
る
最
も
痙
攣
的
な
飢
で
」
あ
っ
た
）
か
ら
救
ふ
力
を
持
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
」
か
ら
だ
と
言
う
。
そ
の
過
程
で
阿
部
は
彼
女
を
評
し
て
、
一
つ
の
「
方
程
式
」（
正
し
く
は
単
な
る
等
式
で
あ
る
）を
立
て
る
。「
彼
女
は
ミ
ニ
オ
ン
と
カ
チ
ウ
シ
ャ
と
カ
ル
メ
ン
と
を
加
へ
て
「
野
卑
」
で
割
つ
た
も
の
だ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
を
一
旦
去
る
汽
車
に
乗
っ
て
、「
到
頭
伯
林
か
ら
脱
れ
得
た
と
い
ふ
、
ほ
つ
と
し
た
気
持
が
溢
れ
て
ゐ
た
」
と
言
う
。
ベ
ル
リ
ン
下
宿
時
代
の
記
事
に
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
ド
イ
ツ
の
社
会
変
動
（「
一
、
九
年
前
」
に
「
中
産
階
級
と
知
識
階
級
と
の
没
落
と
漸
衰
に
反
比
例
し
て
、
労
働
者
と
大
資
本
家
と
が
共
に
勃
興
し
つ
ゝ
あ
る
時
代
で
あ
つ
た
」
と
あ
る
）と
そ
の
た
め
の
結
婚
難（
男
子
の
絶
対
数
不
足
と
経
済
上
の
不
安
と
に
よ
る
）が
も
た
ら
す
性
生
活
の
混
乱
や
「
売
笑
婦
の
増
加
」
と
か
ド
イ
ツ
人
気
質
へ
の
褒
貶（
例
え
ば
バ
ル
コ
ン
に
花
を
飾
る
と
か
公
園
の
「
誇
大
妄
想
的
」「
彫
像
」
と
か
、
あ
る
い
は
東
洋
人
へ
の
偏
見
や
フ
ラ
ン
ス
へ
の
憎
し
み
と
か
）に
や
や
注
意
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
主
要
な
話
題
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
。
七
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
シ
ュ
ワ
ル
ツ
一
家
と
は
、
と
り
わ
け
こ
ま
や
か
な
親
交
を
結
ん
だ
。
そ
の
具
体
的
な
経
緯
に
つ
い
て
も
北
住
氏
前
記
論
攷
に
要
を
得
た
考
察
I
が
あ
る
が
、
こ
こ
も
「
前
に
此
家
に
下
宿
し
て
ゐ
た
」
友
人
 
の
紹
介
・
案
内
で
訪
ね
、
即
座
に
主
婦
と
交
渉
が
成
立
し
て（
主
人
は
数
日
旅
行
中
）住
み
込
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
家
と
そ
の
人
（々
家
族
と
下
女
）の
こ
と
は
「
游
」
の
「
三
、
山
腹
の
家
」
以
下
の
章
に
詳
述
さ
れ
て
い
る（
文
中
及
び
挿
入
写
真
の
説
明
に
は
「
森
の
家
」
と
も
あ
る
）。
す
な
わ
ち
、
そ
の
家
で
は
 V
illa Schlosspark
（=
V
illa Castle Park
阿
部
は
「
古
城
園
山
荘
」
と
訳
し
て
い
る
） 
と
称
し
て
い
た（
書
四
八
八
他
）が
、
有
名
な
古
城
の
す
ぐ
裏
、
ネ
カ
ー
河
と
新
旧
市
街
を
見
晴
ら
す
位
置
に
あ
っ
た
。
主
人
は
純
朴
で
や
や
偏
屈
ら
し
く
、「
人
間
社
会
に
愛
想
を
つ
か
し
て
出
来
る
だ
け
狭
め
ら
れ
た
範
囲
に
閉
篭
つ
て
生
き
て
行
か
う
と
す
る
」（
五
、
誕
生
日
の
客
）
人
で
、「
さ
ほ
ど
酒
に
も
強
く
な
い
」（
同
）
く
せ
に
酒
好
き
で
、
結
局
は
そ
れ
が
も
と
で
命
を
落
す
の
で
あ
る
が
、
阿
部
を
町
の
酒
場
へ
誘
っ
た
り
折
々
彼
の
部
屋
を
叩
い
て
雑
談
し
て
行
っ
た
り
す
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
妻
は
「
も
う
鬢
に
白
髪
の
見
え
始
め
る
年
頃
の
、
上
品
な
小
母
さ
ん
」（
三
、
山
腹
の
家
）
で
、「
何
時
ま
で
た
つ
て
も
大
人
に
な
り
き
れ
ぬ
部
類
の
人
に
属
す
る
ら
し
い
若
々
し
さ
を
以
て
、
軽
快
に
よ
く
動
き
、  
人
見
知
り
せ
ず
に
よ
く
語
っ
た
」（
同
）
と
い
う
。
要
す
る
に
良
い
意
味
で
明
る
く
天
真
爛
漫
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
そ
れ
に
彼
女
は
中
々
学
者
で
も
あ
」
り
、「
ク
ー
ノ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
や
ヰ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
講
義
の
聴
講
者
23
(
 
)
22
(
 
)
24
(
 
)


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だ
つ
た
」
し
、「
東
洋
に
対
す
る
特
別
の
愛
着
を
持
つ
て
ゐ
て
、
小
泉
八
雲
先
生
の
著
書
は
大
抵
読
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
」（
同
）
か
ら
、
阿
部
に
は
理
想
ヴ
イ
ル
テ
イ
ン
15
的
な
女
主
人
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
前
の
下
宿
人
石
原
謙
も
そ
の
回
想（
注
 
参
照
）
に
、「
殊
に
夫
人
は
品
位
あ
り
教
養
の
豊
か
な
如
何
に
も
ド
イ
ツ
婦
人
ら
し
い
人
柄
で
」
と
書
い
て
い
る
。
二
人
の
間
に
は
一
男
一
女
が
あ
っ
た
が
息
子
は
「
飛
行
将
校
で
二
十
二
歳
で
戦
死
」、
そ
の
姉
は
「
大
学
を
卒
業
し
て
今
弁
護
士
の
妻
に
な
つ
て
」（
書
四
七
六
）
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
に
い
る
の
で
あ
っ
た
。
息
子
の
婚
約
者
は
「
と
て
も
他
の
男
と
結
婚
す
る
気
に
は
な
れ
」
ず
、「
恋
人
の
母
を
真
実
の
母
の
や
う
に
慕
つ
て
、
今
で
も
始
終
た
づ
ね
て
来
る
」
と
い
う
。
嫁
い
だ
娘
に
は
三
歳
近M
い
女
の
子
と
そ
の
弟
が
い
て
、
特
に
女
の
子
の
方
は
日
本
に
残
し
て
き
た
二
女
 
C
（
美
知
子
、
以
下
子
女
の
実
名
は
年
譜
に
よ
り
補
う
） 
や
三
女
 
（
千
枝
子
） 
を
思
A
わ
せ
る
。
な
お
、
三
年
前
に
満
四
歳
余
で
病
死
し
た
長
男
 
（
晃
）
の
こ
と
を
主
人
の
死
に
ふ
れ
て
思
い
出
す（
彼
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
自
体
は
夫
人
宛
書
簡
四
六
21
16
七
〈
六
・
 
リ
ヨ
ン
か
ら
〉・
四
八
六
〈
一
一
・
　
こ
の
家
か
ら
〉
に
も
見
え
る
）と
K
こ
ろ
は
感
動
的
で
、
ま
た
跡
取
り
の
次
男
 
（
敬
吾
、
阿
部
の
渡
航
約
一
箇
月
半
前
に
生
ま
れ
る
）
の
写
真
を
め
ぐ
る
母
子
二
人
の
夫
人
と
の
や
り
と
り（「
六
、
老
友
の
死
」、
阿
部
が
そ
れ
を
「
机
の
抽
斗
に
し
ま
つ
て
置
い
て
、
時
々
そ
れ
を
取
出
し
て
眺
め
る
の
に
満
足
し
て
ゐ
た
」
の
を
二
人
は
「
そ
れ
で
は
あ
ま
り
可
哀
想
」
だ
と
言
っ
た
）も
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
中
に
日
本
人
と
西
洋
人
と
の
愛
情
表
現
の
違
い
を
見
せ
て
い
る
。
娘
の
家
に
は
「
頬
の
赤
い
、
丸
顔
の
、
無
邪
気
な
、
娘
ら
し
さ
そ
の
も
の
と
云1
ふ
や
う
な
眼
を
し
た
十
七
八
の
女
中
」（「
三
、
山
腹
の
家
」、
名
は
前
引
の
「
仏
 
」
な
ど
か
ら
ゲ
ル
ダ
と
判
る
）が
居
て
、
阿
部
の
入
居
当
時
た
ま
た
ま
そ
の
一
家
が
来
て
い
た
た
め
知
り
合
っ
た
が
、
一
旦
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
に
戻
っ
て
い
た
娘
と
そ
の
二
児
が
主
人
の
入
院
後
母
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
と
き
に
も
、
つ
い
て
来
た
。
多
分
に
子
守
役
で
も
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
自
然
に
阿
部
は
、
シ
ュ
ワ
ー
ベ
ン
訛
を
持
つ（
八
、
旅
立
を
前
に
）純
朴
な
彼
女
へ
も
関
心
を
抱
き
、「
日
本
流
に
云
つ
て
今
年
漸
く
十
七
で
あ
る
が
、
柔
ら
か
に
胸
の
張
つ
た
大
柄
の
体
が
日
毎
に
ふ
く
ら
み
を
増
す
蕾
の
や
う
に
処
女
さ
び
て
来
て
ゐ
た
」（
六
、
老
友
の
死
）
と
の
観
察
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
観
察
と
描
写
は
、
翌
年
六
月
末
、
ド
イ
ツ
生
活
最
後
の
名
残
と
し
て
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
に
こ
の
一
家（
未
亡
人
に
な
っ
た
母
も
来
て
い
た
）を
訪
ね
た
1
（
そ
の
往
路
の
一
部
を
、
さ
き
に
「
例
 
」
と
し
て
示
し
た
）際
に
は
か
な
り
大
胆
に
な
り
、
（
前
略
）K
onrad 
（
注
、
前
述
の
弟
） 
が
散
ら
し
た
名
刺
を
集
め
よ
う
と
し
て
彼
女
が
し
や
が
ん
だ
の
を
何
気
な
く
見
る
と
衣
物
の
奥
に
彼
女
の
乳
が
み
え
る
。
胸
の
張
つ
て
来
た
こ
と
は
停
車
場
で
逢
つ
た
時
か
ら
気
が
つ
い
た
が
薔
薇
色
を
し
た
円
い
小
山
の
や
う
に
綺
麗
に
ふ
く
ら
ん
だ
乳
の
い
た
ゞ
き
に
丸
で
黒
味
を
帯
び
ぬ
鮮
紅
の
乳
首
が
可
哀
ら
し
く
つ
い
て
両
方
の
乳
の
間
に
同
じ
く
薔
薇
色
を
し
な
が
ら
稍
白
味
の
勝
つ
た
凹
み
が
小
川
の
や
う
に
流
れ
て
ゐ
る
の
が
何
と
も
云
へ
ず
美
し
か
つ
た
。Tizian 
の
 V
enus 
の
最
上
乗
の
も
の
さ
へ
こ
れ
ほ
ど
29
美
し
い
胸
は
持
つ
て
ゐ
な
い
や
う
に
思
は
れ
た
。…
…
（
仏
、
六
・
 
）
と
記
す
に
至
っ
て
い
る
。
翌
日
に
も
「
ゲ
ル
ダ
が
子
供
部
屋
で
子
供
達
の
着
が
へ
を
さ
せ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
一
緒
に
暫
く
遊
び
な
が
ら
又
彼
女
の
不
用
心
な
乳
を
 geniessen 
（=
enjoy
） 
し
25
(
 
)
（
マ
マ
）
78
た
」
と
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
が
、
遺
言
で
日
記
の
公
表
を
禁
じ
た
一
つ
の
理
由
か
も
知
れ
な
い
が
、
ま
だ
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
居
た
時
期
か
ら
阿
部
は
「
頭
の
辷
り
す
ぎ
ぬ
、
の
ろ
つ
こ
い
彼
女
と
ポ
ツ
リ
く
と
何
気
な
い
話
を
す
る
の
が
毎
朝
の
楽
み
」（
七
、
亡
き
あ
と
）
に
な
り
、
彼
女
の
方
も
「
こ
の
間
帰
省
し
た
と
き
、
貴
君
の
召
使
に
な
つ
て
日
本
へ
行
き
た
い
と
親
達
に
話
し
て
見
た
が
、
あ
ま
り
遠
い
と
い
ふ
の
で
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」（
八
、
旅
立
を
前
に
）
と
言
う
に
至
る
。
彼
女
と
の
関
係
は
こ
の
後
も
彼
女
の
信
頼
を
得
つ
つ
、「
彼
女
を
妹
の
や
う
に
可
愛
が
つ
て
や
り
た
い
」（
同
）
と
記
す
以
上
に
は
発
展
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
老
夫
人
か
ら
彼
女
が
挑
発
的
に
見
え
る
か
と
い
う
意
味
の
質
問
を
受
け
た
阿
部
は
、
そ
の
こ
と
も
契
機
に
な
っ
て
、「
異
性
の
美
と
善
と
に
対
す
る
感
覚
」
と
信
実
・
貞
実
な
ら
び
に
「
結
婚
と
は
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
記
し
て
い
る（
同
）。
因
み
に
、
1
「
仏
」（
七
・
 
）
に
は
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
夫
人
及
び
そ
の
知
人
と
四
人
の
会
話
が
「
誘
惑
」
の
「
問
題
に
落
ち
」、「
処
女
の
自
衛
力
」
と
「
若
い
女
が
夜
一
人
で
歩
く
こ
と
」
の
可
否
か
ら
「
貞
操
」
の
重
視
な
ど
を
論
じ
た
後
、
彼
は
一
人
自
室
に
戻
っ
て
、
異
性
愛
と
友
情
と
を
許
容
す
る
社
会
的
慣
習
が
西
洋
と
日
本
と
で
逆
で
あ
る
旨
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
「
如
何
に
す
べ
き
か
」
と
自
問
し
た
記
事
が
あ
る
。
八
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
で
の
ゲ
ル
ダ
と
そ
の
朋
輩
ク
リ
ス
テ
ィ
ネ
と
に
つ
い
て
の
観
21
察
と
記
述
は
ま
だ
あ
る（
六
・
 
に
は
「
彼
女
等
の
寝
室
が
丁
度
隣
に
あ
る
の
は
多
少
心
の
と
き
め
き
を
誘
は
ぬ
で
も
な
い
が
そ
れ
も
極
め
て
微
弱
で
あ
る
」
と
あ
り
、
4
七
・
 
に
は
し
み
じ
み
と
し
た
別
れ
の
場
面
が
あ
る
）が
、
長
く
な
る
の
で
話
題
を
転
じ
て
、
阿
部
の
人
間
観
察
に
移
る
。
何
事
に
も
観
察
が
細
か
く
、
か
つ
そ
れ
を
日
記
に
克
明
に
記
録
す
る
の
が
、
阿
部
の
性
向
だ
っ
た
よ
う
で
、
旅
先
で
見
た
現
地
人
な
ど
に
つ
い
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
N
aum
burg 
（
注
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
と
イ
エ
ナ
の
間
） 
で
同
じ
車
室
に
乗
り
合
し
た
書
店
員
の
娘
と
 Leipzig 
か
ら
 D
resden 
の
間
で
 Plaster 
（
注
、Pflaster 
の
誤
記
か
。
恐
ら
く
膏
薬
類
） 
を
売
り
に
来
た
女
の
こ
と
は
前
の
日
記
（
注
、
公
表
さ
れ
て
い
な
い
）
に
略
記
し
た
。
娘
が
（
注
、
阿
部
の
こ
と
を
）
哲
学
研
究
の
 D
r. 
だ
と
知
つ
て
口
を
抑
へ
た
態
度
と
そ
れ
か
ら
靴
や
白
い
衣
物
の
よ
ご
れ
を
申
訳
し
始
め
た
女
ら
し
18
さ
が
面
白
か
つ
た
。（
後
略
、
六
・
 
）
此
町
（
注
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
で
著
し
く
目
に
つ
く
の
は
自
転
車
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
れ
が
絡
繹
た
る
こ
と
巴
里
の
 Etoile 
の
自
動
車
以
上
で
あ
る
。
男
は
普
通
の
も
の
、
女
は
股
の
わ
れ
ぬ
も
の
に
乗
る
こ
と
他
の
国
と
同
様
で
あ
る
が
若
い
女
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
自
転
車
に
乗
つ
て
歩
く
の
は
他
で
嘗
て
見
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
友
達
ら
し
い
の
が
二
人
で（
時
と
し
て
は
三
人
で
）臂
に
手
を
か
け
な
が
ら
輪
を
な
ら
べ
て
話
し
て
行
く
。
風
で
上
衣
が
ま
く
れ
て
下
の
白
い
レ
ー
ス
が
出
る
の
を
気
に
し
な
が
ら
な
ほ
し
て
行
く
の
も
あ
る
。
女
が
男
の
臂
に
手
を
か
け
な
が
ら
並
ん
で
輪
を
走
ら
せ
て
行
く
の
も
あ
る
。（
中
略
、「
此
処
の
女
が
独
逸
よ
り
も
美
し
く
見
え
る
」
こ
と
を
一
言
）そ
れ
か
ら
髪
が
黒
く
顔
が
浅
黒
く
鼻
の
モ
ロ
リ
と
盛
上
つ
た
 Judin 
（
注
、
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
）
は
既
に
汽
車
の
中
で
も
目
に
つ
い
た
が
今
日
町
を
通
つ
て
眼
に
つ
い
た
。Spinoza 
の
国
に
 Jude
（
注
、
ユ
ダ
ヤ
人
）
が
多
い
の
は
歴
史
か
ら
云
つ
て
も
不
思
議
は
な
い
が
、
此
処
で
は
土
着
の
人
ら
し
く
特
殊
人
種
ら
し
く
な
い
や
う
に
歩
き
廻
つ
て
ゐ
る
。（
以
下
、
広
場
の
ベ
ン
チ
に
腰
か
け
る
老
人
や
戯
れ
る
子
供
、
そ
し
て
噴
水
に
着
目
4
し
て
い
る
）。（
七
・
 
）
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「
若
い
男
女
の
自
転
車
乗
り
」
が
多
い
こ
と
や
「Spinoza 
の
国
」
に
「Jude 
の
血
が
古
く
か
ら
ま
じ
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
」
こ
と
、
も
う
一
度
「
街
を
通
る
自
転
車
の
少
女
が
裾
の
ま
く
れ
る
の
を
気
に
し
て
こ
れ
を
な
ほ
し
な
が
ら
行
く
」
こ
と（
最
後
の
点
は
「
日
本
の
風
情
で
あ
る
」
が
、
洋
服
で
「
二
つ
の
腿
の
間
に
自
然
の
体
に
近
い
凹
み
が
出
来
る
の
は
日
本
の
着
物
と
は
別
様
の
な
ま
め
か
し
さ
」
だ
と
あ
る
）は
二
日
後
に
も
説
か
れ
、
そ
の
間
に
暗
く
な
つ
て
も
あ
か
り
を
つ
け
ぬ
自
転
車
が
多
い
此
町
の
人
は
一
体
に
黄
昏
の
光
を
た
の
し
む
ら
し
く
公
園
に
も
ガ
ス
燈
が
極
め
て
少
な
い
。K
offie 
（
注
、
喫
茶
店
） 
も
薄
暗
い
ま
ゝ
に
外
に
椅
子
を
出
し
て
客
を
も
て
な
し
て
ゐ
る
。
ま
し
て
6
樹
か
げ
に
は
恋
の
囁
き
が
多
い
。（
七
・
 
）
と
か一
体
に
此
国
の
女
の
色
の
白
さ
は
雪
国
の
女
の
色
の
白
さ—
—
越
後
女
の
ぽ
つ
ち
や
り
と
し
た
色
の
白
さ
で
あ
る
。
併
し
 G
esichtszüe
 
（
注
、
顔
立
ち
） 
は
細
面
の
面
長
が
割
合
に
多
く
独
逸
人
の
親
類
と
い
ふ
に
は
余
り
に
華
奢
に
見
え
る
。
（
同
）
と
か
書
か
れ
て
い
る
。
観
察
の
細
か
さ
と
描
写
の
精
し
さ
、
そ
し
て
そ
れ
を
旅
先
で
書
き
つ
け
た
体
力
と
根
気
に
敬
服
す
る
。
注
1
（
 
）
こ
れ
ま
で
に
私
は
、
そ
れ
を
私
流
に
定
義
す
る
「
文
人
学
者
」
に
絞
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
稿
を
発
表
し
て
き
た
。
「
文
人
学
者
の
留
学
日
記
明
治
篇
一—
—
漱
石
・
鴎
外
・
矢
一
の
往
路
の
場
合—
—
」
（
国
際
基
督
教
大
学
『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
一
九
、
一
九
九
三
・
三
）
「
同
明
治
篇
二—
—
漱
石
・
鴎
外
・
矢
一
の
現
地
滞
在
と
帰
路
の
場
合—
—
」（
同
大
学
『
人
文
科
学
研
究
』
二
五
、
一
九
九
三
・
五
）
    
「
同
明
治
篇
三—
—
島
村
抱
月
の
「
渡
英
滞
英
日
記
」—
—
」（
同
二
六
、
一
九
九
四
・
六
）
「
同
明
治
篇
四—
—
永
井
荷
風
の
「
西
遊
日
誌
抄
」
と
「
西
遊
日
誌
稿
」
の
一
面—
—
」（
前
記
『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
二
○
、
一
九
九
四
・
三
）
「
青
邨
の
観
察
と
表
現—
—
『
伯
林
留
学
日
記
』
に
見
る
」（『
俳
句
研
究
』
一
九
九
三
・
一
〜
四
）
2
（
 
）
俳
人
と
し
て
の
阿
部
に
つ
い
て
は
村
山
古
郷
「
阿
部
次
郎
の
俳
句
」（『
俳
句
』
昭
五
一
・
四
）
が
あ
り
、「
大
正
十
一
年
欧
州
に
渡
り
、
秋
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
作
っ
た
句
」
（
注
、
一
三
句
、
そ
の
大
部
分
は
九
鬼
周
造
氏
夫
人
の
「
紀
念
帖
」
に
請
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、
恒
子
夫
人
宛
の
書
簡
四
八
八
に
記
さ
れ
て
い
る
）を
「
著
し
く
練
達
の
円
熟
味
が
加
わ
っ
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
。
3
（
 
）
昭
和
五
九
年
・
岩
波
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
信
山
社
製
作
。
恒
子
未
亡
人
が
豊
隆
の
「
七
周
忌
の
記
念
に
」、
彼
が
「
折
に
ふ
れ
、
と
こ
ろ
に
応
じ
て
作
っ
た
句
を
、
お
よ
そ
年
代
順
に
配
列
」
し
て
刊
行
し
た
も
の
。
三
五
○
余
句
を
収
め
る
。
4
（
 
）
な
お
、
木
下
杢
太
郎
も
右
の
二
人
と
終
生
親
交
が
あ
り
、
斎
藤
茂
吉
も
そ
れ
に
次
ぐ
親
し
さ
と
言
っ
て
よ
く
、
彼
ら
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
中
一
時
行
動
を
共
に
し
た
り（
杢
太
郎
と
阿
部
ら
の
大
正
十
二
年
一
〜
二
月
の
イ
タ
リ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
旅
行
）会
っ
た
り
（
茂
吉
と
阿
部
は
ウ
ィ
ー
ン
で
〈
後
文
参
照
〉、
小
宮
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
ベ
ル
リ
ン
で
）
し
て
い
る
が
、
全
体
の
行
程
が
異
な
る（
杢
太
郎
は
初
め
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
て
キ
ュ
ー
バ
も
訪
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
も
行
っ
て
い
る
）上
、
そ
の
「
欧
米
日
記
」
の
成
立
過
程
に
は
若
干
の
問
題
も
あ
る
し
、
茂
吉
の
記
録
は
猶
更
日
記
で
は
な
い（
歌
集
「
遠
遊
」「
遍
歴
」
と
手
帳
）の
で
、
考
察
は
他
日
に
譲
る
。
5
（
 
）
以
下
に
述
べ
る
こ
と
の
一
部
も
し
く
は
ご
く
要
点
は
、
新
開
岳
雄
『
光
と
影
あ
る
阿
部
次
郎
伝
』（
昭
四
四
・
三
省
堂
ブ
ッ
ク
ス
、「
影
と
声（
副
題
同
じ
）」
と
し
て
一
九
八
五
・
深
夜
叢
書
社
よ
り
再
刊
）
の
「
十
一
転
換
」
〜
「
十
二 
日
本
・
ヨ
ー
ロ
ッ
プ
」
や
北
住
敏
夫
『
阿
部
次
郎
と
斎
藤
茂
吉
上
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
四
）
の
「
第
三
篇    
三
、
阿
部
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学—
—
『
游
欧
雑
記
独
逸
の
巻
』
そ
の
他—
—
」
及
び  「
四
、
茂
吉
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学—
—
『
遠
遊
』『
遍
歴
』
滞
欧
随
筆—
—
」（
初
発
26
(
 
)
80
表
は
「
阿
部
次
郎
と
斎
藤
茂
吉
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
体
験
」
と
題
し
て
『
山
形
女
子
短
大
紀
13
要
』
第
　
集
〈
昭
五
六
・
三
〉）
に
も
説
か
れ
て
い
る
。
特
に
北
住
氏
の
論
は
精
し
く
、
視
点
や
考
察
に
本
稿
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
6
（
　
）
こ
の
時
、
阿
部
次
郎
数
え
年
三
十
九
歳（
八
月
生
ま
れ
な
の
で
満
三
十
八
歳
）。
古
川
久
氏
編
の
「
年
譜
」（『
全
集
』
第
十
七
巻
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
大
正
二
年
度
以
来
慶
応
義
塾
大
学
文
科
美
学
科
の
講
師
を
勤
め
、
同
六
年（
履
歴
書
に
は
五
年
と
あ
る
が
、
自
8
作
の
各
年
譜（
注
　
参
照
）に
六
年
と
あ
り
、
日
記
に
よ
っ
て
も
確
か
め
ら
れ
る
）〜
十
年
度
は
日
本
女
子
大
学
校
で
「
文
学
原
理
論
」
を
も
講
じ
て
い
た
と
い
う
。
7
（
　
）
そ
の
こ
と
は
『
全
集
』
第
十
六
巻
所
収
書
簡
五
三
九
・
五
四
二
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
が
、
石
原
謙
『
学
究
生
活
の
思
い
出
』（
石
原
謙
博
士
文
集
刊
行
会
・
昭
三
四
、
そ
の
I
大
部
分
を
「
 
回
想
」
と
し
て
『
石
原
謙
著
作
集
第
十
一
巻
回
想
・
評
伝
・
小
論
』
III
に
再
録
）の
「
第
一
部（
著
作
集
に
は
こ
の
三
字
な
し
）学
究
生
活
五
十
年
」
の
「
 
新
し
い
門
出
」
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
8
（
　
）
こ
の
「
年
譜
」
は
『
全
集
』
編
集
委
員
の
一
人
古
川
久
氏
が
、「
年
譜
遺
稿
」（
改
造
社
『
現
代
日
本
文
学
全
集
第
二
十
篇
上
田
敏
・
厨
川
白
村
・
阿
部
次
郎
集
』
所
載
、
昭
和
四
年
ま
で
）、「
年
譜
ノ
ー
ト
」（
大
正
五
年
ま
で
、
や
や
簡
略
）、「
年
譜
草
稿
」
（
昭
和
四
年
ま
で
、「
年
譜
遺
稿
」
よ
り
詳
し
い
面
あ
り
、
そ
の
草
稿
か
）、「
履
歴
書
」
な
ど
に
拠
り
、
日
記
・
書
簡
な
ど
か
ら
必
要
事
項
を
補
っ
た
と
あ
る
が
、
当
面
の
年
月
に
関
す
る
限
り
、「
年
譜
」
は
阿
部
自
身
の
手
に
成
る
「
年
譜
遺
稿
」
や
「
年
譜
草
稿
」
に
比
し
て
大
き
な
出
入
り
は
無
い
。
9
（
　
）
な
お
、『
秋
窓
記
』
で
そ
の
前
後
に
位
置
す
る
「
埃
及
訪
古
記
」「
カ
イ
ロ
附
近
」
「
テ
ー
ベ
の
古
都
」「
ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
一
夜
」「
四
月
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
」
の
五
篇
も
現
存
の
日
記
に
欠
け
て
い
る
部
分
の
見
聞
・
体
験
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
そ
れ
ら
を
文
中
に
見
え
る
日
付
に
よ
っ
て
順
に
並
べ
て
示
せ
ば
、
埃
及
訪
古
記
12
13
大
正
一
一
・
六
・
 
〜
 
（
往
路
の
船
旅
の
途
中
）
18
19
一
二
・
一
・
 
〜
 
カ
イ
ロ
附
近
18
30
 
〜
 
テ
ー
ベ
の
古
都
30
2
 
〜
二
・
 
羅
馬
日
記
の
一
節
24
二
・
 
ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
一
夜
5
四
・
 
四
月
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
6
7
 
〜
五
・
 
の
ご
と
く
で
、
特
に
短
い
「
羅
馬
日
記
の
一
節
」
の
他
は
回
想
記
で
あ
り
、
か
つ
次
に
述
べ
る
『
游
欧
雑
記
』
と
違
っ
て
断
片
的
な
の
で
、
今
は
取
り
上
げ
な
い
。
10
（
 
）
改
造
社
、
昭
和
八
年
二
月
刊
。
元
来
「
昭
和
六
年
の
夏
か
ら
こ
れ
を
書
き
出
し
」、
「
昭
和
七
年
の
殆
ん
ど
全
年
を
通
じ
て
」
書
き
続
け（
自
序
）、『
改
造
』（
昭
六
・
一
○
〜
七
・
一
二
）
に
断
続
的
に
連
載
し
た
一
一
篇
に
、
他
の
新
聞
・
雑
誌
に
発
表
し
た
三
篇
を「
附
録
」
と
し
て
加
え
た
も
の
。
今
、
右
の
初
版
に
よ
っ
た
。
な
お
、『
全
集
』
第
七
巻（
送
仮
名
を
増
し
、
副
詞
な
ど
の
漢
字
を
仮
名
に
改
め
た
も
の
が
多
い
）の
他
『
昭
和
25
文
学
全
集
 
阿
部
次
郎
小
宮
豊
隆
木
下
杢
太
郎
集
』（
や
や
難
読
の
漢
字
に
ル
ビ
を
付
す
）
に
収
め
ら
れ
、  
ま
た
附
録
の
最
後
「
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
春
」
は
『
現
代
日
本
文
学
40
大
系
 
魚
住
折
蘆〔
他
〕
集
』
に
、
仮
名
遣
を
改
め
ル
ビ
を
加
え
て
、
収
め
ら
れ
て
い
る
。
11
（
 
）
そ
の
こ
と
は
、
佐
藤
佐
太
郎
氏
の
『
茂
吉
解
説
』
に
収
め
た
「
斎
藤
茂
吉
と
阿
部
次
郎
」（
初
発
表
は
『
短
歌
』
昭
三
五
・
二
）
や
藤
岡
武
雄
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
斎
藤
茂
吉
』
（
有
斐
閣
選
書
、
昭
五
六
）
の
末
尾
「
茂
吉
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
足
跡
」
に
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。
12
（
 
）
当
初
は
重
病
の
義
兄（
姉
の
夫
）加
藤
氏
を
見
舞
っ
た
後
神
戸
か
ら
恐
ら
く
八
日
に
乗
船
の
予
定
で
あ
っ
た（
書
四
四
六
）が
、
加
藤
氏
が
「
つ
ひ
先
程
死
ん
だ
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
行
合
せ
」（
書
四
四
九
）、
通
夜
な
ど
に
参
加
し
て
「
跡
始
末
の
相
談
の
為
其
処
か
ら
乗
り
損
つ
て
到
頭
門
司
か
ら（
注
、
十
日
に
）乗
船
す
る
こ
と
に
」（
同
前
）な
っ
た
の
で
あ
る
。
13
（
 
）Theodor Lipps.
内
外
の
人
名
辞
書
類
に
も
見
え
る
著
名
な
哲
学
者
で
あ
る
が
、
阿
部
は
彼
に
私
淑
し
、
そ
の
 D
ie ethischen G
rundfragen （
第
二
版
） 
を
訳
し
た
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』（
哲
学
叢
書
第
六
編
、
岩
波
書
店
・
大
六
、『
美
学
』
と
併
せ
て
『
全
集
』
第
三
巻
に
収
め
た
も
の
は
、
若
干
の
漢
字
を
仮
名
に
改
め
あ
る
い
は
ル
ビ
を
付
し
た
り
索
引
を
省
く
な
ど
、
多
少
の
改
変
が
あ
り
、
今
は
右
の
初
版
に
よ
る
）
の
凡
例
に
は
、
リ
ッ
プ
ス
は
千
八
百
五
十
一
年
に
生
れ
て
千
九
百
十
四
年（
一
昨
年
）に
死
ん
だ
。
独
逸
に
於
け
る
一
二
の
大
学
に
教
職
を
奉
じ
た
あ
と
で
、
千
八
百
九
十
四
年
か
ら
千
九
百
十
三
年
ま
で
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
大
学
の
教
授
を
勤
め
て
ゐ
た
。
と
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
続
け
て
 
若
し
同
時
代
の
先
輩
中
自
分
が
最
も
多
く
思
想
上
の
感
化
を
受
け
た
人
を
「
師
」

81
阿部次郎の留学日記
ヽ
ヽ
ヽ
と
呼
ぶ
も
の
と
す
れ
ば
、
リ
ッ
プ
ス
は
正
し
く
自
分
の
哲
学
上
の
「
師
」
で
あ
る
。（
傍
点
原
文
）
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
「
游
」（
九
、
二
度
目
の
独
逸
）
に
は
、
私
は
欧
羅
巴
に
来
る
最
初
か
ら
、
名
士
を
歴
訪
し
よ
う
な
ど
と
い
ふ
希
望
は
全
然
持
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
併
し
日
本
を
た
つ
と
き
か
ら
是
非
こ
れ
だ
け
は
果
し
た
い
と
い
ふ
二
つ
の
訪
問
計
画
は
始
終
私
の
心
に
あ
つ
た
。
一
つ
は
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
で
リ
ッ
プ
ス
の
遺
族
を
た
づ
ね
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
ワ
イ
マ
ー
ル
で
ニ
イ
チ
ェ
の
妹
を
訪
問
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
が
思
想
的
に
恩
恵
を
被
つ
た
欧
羅
巴
人
は
極
め
て
多
数
で
あ
る
が
、
そ
の
家
族
が
ま
だ
残
つ
て
ゐ
る
も
の
、
そ
の
遺
族
を
た
づ
ね
ヽ
ヽ
て
死
後
の
感
謝
を
致
す
義
務
が
あ
る
者
は
、
こ
の
二
人
で
あ
る
こ
と
を
私
は
感
じ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。（
同
前
、
後
略
）
と
あ
る
。
14
（
 
）
ブ
レ
ー
メ
ン
の
西
方
約
五
○
キ
ロ
、「
北
海
の
近
く
」（
書
四
九
三
）
で
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
氏
の
娘
が
嫁
い
で
い
る
。
15
（
 
）
そ
の
こ
と
は
、
阿
部
が
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
着
い
た
当
日
や
翌
日
の
行
動
を
記
し
た
「
三
、
山
腹
の
家
」
の
冒
頭
数
頁
と
、
既
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
留
学
し
て
い
て
そ
の
折
阿
部
ら
を
迎
え
た
石
原
謙
の
回
想
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
「
山
腹
の
9
家
」」（『
全
集
』
の
「
月
報
」
第
 
号
、
昭
三
六
・
七
）
と
を
比
較
し
て
も
言
え
る
。
16
（
 
）
例
え
ば
、
ベ
ル
リ
ン
到
着
直
後（
大
正
十
一
年
）の
七
月
八
日
の
記
事（
一
、
九
年
前
）
の
中
に
、「
こ
れ
は
三
四
ケ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
行
つ
て
か
ら
」
と
い
う
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
17
（
 
）
河
合
栄
治
郎
編
『
学
生
と
科
学
』（
日
本
評
論
社
『
学
生
叢
書
』
第
七
巻
・
昭
一
四
）
に
寄
せ
た
「
研
究
生
活
の
内
的
障
礙
」（『
全
集
』
第
十
巻
所
収
）
に
お
い
て
。
18
（
 
）
ほ
ぼ
同
じ
感
想
が
書
五
三
八（
ロ
ン
ド
ン
の
ホ
テ
ル
か
ら
ベ
ル
リ
ン
の
小
宮
宛
、
こ
の
18
年
八
・
 
付
）に
も
述
べ
ら
れ
、「
長
く
ゐ
て
も
他
の
多
く
の
人
達
の
や
う
に
英
吉
利
好
き
に
な
れ
さ
う
に
も
な
い
、
美
術
館
の
い
ゝ
の
が
せ
め
て
も
の
楽
み
だ
が
そ
れ
を
見
て
2
し
ま
つ
た
ら
早
く
巴
里
に
帰
り
た
い
」
と
あ
る
他
、「
仏
」（
九
・
 
冒
頭
部
）
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
「（
注
、
パ
リ
と
比
べ
て
）気
忙
し
な
く
て
日
記
を
書
く
こ
と
も
出
来
な
か
つ
た
」
の
は
、
美
術
館
見
物
の
他
に
図
書
購
入
の
事
務（
別
稿
参
照
）も
あ
っ
て
多
少
従
前
よ
り
も
忙
し
か
つ
た
せ
い
も
あ
ら
う
が
原
因
の
七
分
は
 H
otel 
の
部
屋
が
薄
き
た
な
く
て
其
処
で
何
か
を
す
る
気
分
に
さ
せ
な
か
つ
た
こ
と
と
 London
の
町
と
風
土
と
が
自
分
の
性
に
合
は
な
か
つ
た
こ
と
に
帰
着
す
る
で
あ
ら
う
。
London 
に
は
二
十
日
ば
か
り
ゐ
た
が
遂
に
馴
染
め
な
か
つ
た
。Luzern 
や
M
ünchen 
に
は
六
日
位
ゐ
た
に
過
ぎ
な
い
が
其
処
を
去
る
と
き
に
は
も
つ
と
ひ
か
さ
れ
る
心
が
多
か
つ
た
の
に
。
と
い
う
、
か
な
り
客
観
的
な
反
省
も
見
え
る
。
19
（
 
）
さ
か
ざ
き
・
し
ず
か
。
高
名
な
美
術
史
家
で
あ
る
が
、
明
治
四
三
年
早
大
英
文
科
卒
、
大
正
二
年
朝
日
新
聞
入
社
、
文
芸
・
美
術
担
当
記
者
と
な
り
、
一
○
〜
一
二
年
欧
米
留
学
、
パ
リ
の
世
界
美
術
史
会
議
に
児
島
喜
久
雄
と
と
も
に
出
席
、
晩
年
の
モ
ネ
を
そ
の
自
宅
に
訪
ね
る
。
帰
国
後
は
早
大
に
出
講（
西
洋
美
術
史
）、
や
が
て
同
文
学
部
教
授
（
以
上
は
主
と
し
て
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
に
よ
る
）。
20
（
 
）
15
注
 
に
挙
げ
た
石
原
の
回
想
に
よ
れ
ば
、「
一
高
時
代
か
ら
の
旧
友
林
久
男
」。
独
文
学
者
で
大
正
十
一
年
か
ら
三
年
間
英
・
独
に
留
学
、
旧
制
七
高
・
二
高
・
三
高
教
授
を
歴
任（『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
に
よ
る
）。
21
（
 
）
「
游
」
の
「
二
、
伯
林
の
夏
」
に
「
彼
女
は
伊
太
利
人
を
父
と
し
、
英
吉
利
人
を
母
と
し
て
生
れ
、
七
つ
の
年
母
に
死
別
し
父
に
捨
て
ら
れ
て
、
伯
林
の
孤
児
院
で
育
て
ら
れ
た
不
幸
な
孤
児
で
あ
つ
た
」
と
あ
る
。
22
（
 
）
も
ち
ろ
ん
阿
部
は
、
こ
れ
ら
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
出
る
小
説
を
原
語
も
し
く
は
英
訳
・
独
訳
で
読
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う（
ゲ
ー
テ
の
「
遍
歴
時
代
」
は
、
こ
の
直
後
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
生
活
に
お
け
る
毎
日
の
読
書
対
象
で
あ
っ
た
し
、
後
年
『
ゲ
ー
テ
全
集
』
で
も
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
と
と
も
に
翻
訳
を
担
当
し
て
い
る
）が
、
一
方
で
「
復
活
」
は
大
正
三
年
、「
カ
ル
メ
ン
」
は
同
七
年
に
芸
術
座
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
、
劇
中
歌
が
流
行
し
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。「
ミ
ニ
ヨ
ン
」
の
歌
劇
の
初
演
は
そ
れ
よ
り
後
れ
る（
完
全
上
演
は
同
十
年
帝
劇
、
露
国
大
歌
劇
団
、
浅
草
オ
ペ
ラ
と
し
て
は
同
十
三
年
、
ミ
カ
ゲ
歌
劇
団
）よ
う
で
あ
る（
大
田
黒
元
雄
『
歌
劇
大
辞
典
』
及
び
増
井
敬
二
『
日
本
の
オ
ペ
ラ—
—
明
治
か
ら
大
正
へ—
—
』
な
ど
）が
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
歌
う
「
君
よ
知
る
や
南
の
国
」（
今
歌
わ
れ
る
の
は
堀
内
敬
三
の 
訳
詞
）は
、
ゲ
ー
テ
の
原
作
か
ら
の
鴎
外
訳
が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
。
23
（
 
）
7
前
記
の
石
原
謙
で
あ
る
。
そ
の
回
想
『
学
究
生
活
の
思
い
出
』（
注
 
参
照
）
に
も
阿
15
部
の
名
は
出
る
が
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
の
交
友
と
こ
の
下
宿
と
の
こ
と
は
、
注
 
に
挙
げ
た
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
「
山
腹
の
家
」」
に
詳
し
い
。
I
Y
ま
た
「
游
」
で
こ
の
と
き
　
す
な
わ
ち
石
原
や
　（
ベ
ル
リ
ン
大
使
官
員
矢
野
正
（
マ
マ
）
82
S
雄
、
一
高
で
阿
部
ら
の
一
年
上
）と
共
に
散
歩
し
た
「
伯
林
に
本
拠
を
置
く
　
」
と
い
う
の
は
、
右
の
石
原
の
「
山
腹
の
家
」
に
よ
る
と
吹
田
順
助
で
、「
こ
れ
も
一
高
時
代
に
同
級
で
あ
つ
た
」
と
い
う
。
阿
部
・
石
原
・
吹
田
と
い
っ
た
後
年
の
碩
学
が
若
き
日
に
異
国
で
出
会
う
場
面
は
、
想
像
す
る
だ
け
で
胸
を
躍
ら
せ
る
も
の
が
あ
る
。
因
み
に
吹
田
の
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
よ
り
」（『
思
想
』
大
一
一
・
一
一
、『
旅
人
の
夜
の
歌—
—
自
伝—
—
』〈
講
談
社
・
昭
四
三
〉
一
○
に
再
録
）
は
、
彼
が
東
大
独
文
科
を
出
て
す
ぐ
赴
任
し
た
札
幌
農
科
大
学
で
同
僚
と
な
っ
て
以
後
親
交
を
持
っ
た
有
島
武
郎
宛
の
書
簡
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
が
、
新
来
の
阿
部
を
そ
の
下
宿
に
訪
ね
た
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。
24
（
 
）
そ
れ
は
阿
部
の
下
宿
中
で
、
新
学
期
の
聴
講
手
続
を
進
め
て
い
た
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
胃
痛
を
覚
え
盲
腸
炎
と
の
診
断
で
入
院
し
た
が
、
そ
れ
は
誤
診
で
、「
胃
に
腫
物
が
出
来
て
穴
が
あ
い
て
」
お
り（
腫
瘍
に
よ
る
胃
穿
孔
か
）、
手
術
し
て
経
過
は
良
好
と
見
え
た
が
、
つ
い
に
悪
化
し
て
亡
く
な
っ
た（「
游
」
の
「
六
、
老
友
の
死
」、
書
四
八
六
）。
死
の
二
日
前
、
阿
部
に
川
魚
を
食
べ
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
「
水
中
に
飛
び
込
ん
だ
夢
を
見
た
」
話
は
、
病
院
に
彼
を
見
舞
わ
な
か
っ
た
こ
と
と
と
も
に
、
阿
部
を
い
つ
ま
で
も
悲
し
ま
せ
後
悔
さ
せ
た
。『
游
欧
雑
記
』
の
冒
頭
に
は
、「
亡
友
コ
ン
ラ
ー
ト
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
氏
に
捧
ぐ
」
と
ド
イ
ツ
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
川
魚
は
フ
ォ
レ
レ
つ
ま
り
鱒
の
一
種
で
、
こ
の
話
は
「
游
」
の
附
録
の
一
篇
「
フ
ォ
レ
レ
を
喰
つ
た
話
」
に
も
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
一
家
の
こ
と
は
、
和
辻
哲
郎
宛
に
同
封
し
た
照
子
夫
人
へ
の
書
簡（
書
四
八
四
、
こ
の
年
十
一
月
十
四
日
付
）に
も
、
私
の
下
宿
は
恐
ら
く
独
逸
で
も
一
番
立
派
な
家
庭
の
一
つ
で
、
此
処
に
ゐ
る
九
鬼
君
な
ど
は
独
逸
に
来
て
か
ら
僕
の
う
ち
の
妻
君
位
上
品
な
人
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
云
つ
て
ゐ
ま
す
が
、
兎
に
角
此
処
で
独
逸
人
の
生
活
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
幸
ひ
で
し
た
。
併
し
元
気
だ
つ
た
主
人
が
一
週
間
ば
か
り
入
院
し
た
あ
と
で
三
四
日
前
に
死
ん
で
昨
日
葬
式
が
す
ん
だ
ば
か
り
な
の
で
、
そ
の
「
上
品
な
夫
人
」
も
新
し
く
後
家
さ
ん
に
な
つ
て
甚
だ
気
の
毒
で
す
。
一
人
息
子
は
戦
死
し
て
今
ハ
ン
ブ
ル
ク
近
所
の
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
嫁
に
行
つ
て
ゐ
る
娘
一
人
し
か
残
つ
て
ゐ
な
い
の
で
す
か
ら
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
行
く
だ
ら
う
と
心
配
し
て
ゐ
ま
す
。
こ
の
夫
婦
の
こ
と
で
は
色
々
面
白
い
話
が
あ
り
ま
す
が
そ
れ
は
帰
つ
て
か
ら
で
も
話
さ
な
け
れ
ば
長
す
ぎ
て
書
い
て
ゐ
る
わ
け
に
行
き
ま
せ
ん
。
主
人
も
大
変
な
善
良
な
人
で
夫
婦
と
も
す
つ
か
り
僕
と
仲
よ
し
の
日
本
ず
き
に
な
つ
て
ゐ
た
の
に
甚
だ
残
念
で
し
た
。
主
人
は
南
独
逸
の
善
良
さ
を
代
表
す
る
や
う
な
人
で
し
た
。
と
詳
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
阿
部
の
帰
国
後
大
正
十
三
年
に
渡
欧
し
た
安
倍
能
成
は
、『
我
が
生
ひ
立
V
ち—
—
自
叙
伝—
—
』（
岩
波
書
店
・
昭
四
一
、
そ
の
 
の
「
滞
欧
一
年
半
の
こ
と
」）
に
よ
れ
ば
、
同
十
三
も
し
く
は
十
四
年
に
し
ば
ら
く
こ
の
家
に
下
宿
し
て
い
た
が
、
「
事
情
が
あ
つ
て
」
他
へ
移
っ
た
と
い
う
25
（
 
）
30
つ
い
で
な
が
ら
、
夫
人
宛
書
簡（
五
二
八
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
六
・
 
付
）に
は
、
此
処
に
ゐ
て
こ
の
家
の
夫
婦
の
子
供
の
育
て
方
を
見
る
と
日
本
で
は
親
の
手
を
か
け
る
こ
と
が
必
要
以
上
に
多
す
ぎ
る
や
う
な
気
が
す
る
、（
中
略
）
此
処
の
子
供
は
母
親
が
一
月
位
離
れ
て
ゐ
て
も
女
中
と
大
人
し
く
留
守
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
、（
中
略
）
夜
ね
る
時
は
姉
弟
だ
け
で
別
室
に
ね
て
、
床
に
入
る
時
は
女
中
が
暫
く
つ
い
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
母
子
の
情
愛
の
深
さ
は
決
し
て
吾
々
に
劣
ら
な
い
や
う
に
見
え
る
、
女
が
結
婚
し
て
母
と
な
つ
た
後
で
も
本
を
読
ん
だ
り
自
分
の
修
養
を
つ
ゞ
け
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
こ
う
い
ふ
育
て
方
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
、
固
よ
り
こ
れ
は
家
の
建
て
方
や
食
事
の
仕
方
や
生
活
法
の
全
体
と
連
関
し
た
問
題
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
将
来
日
本
の
女
の
発
展
に
と
つ
て
重
大
な
関
係
を
持
つ
問
題
だ
か
ら
そ
れ
ぐ
の
家
庭
で
研
究
し
て
見
る
に
値
す
る
興
味
の
あ
る
問
題
で
あ
る
と
思
ふ
、（
後
略
）
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
大
変
に
進
ん
だ
考
え
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
26
（
 
）
20
つ
い
で
に
、
七
・
 
に
は
、
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
時
に
「
淫
売
ら
し
い
女
が
英
吉
利
人
ら
し
い
老
人
の
客
と
食
事
を
し
て
ゐ
た
」
の
を
見
た
こ
と
を
記
し
て
、
西
洋
の
女
の
乳
を
 em
phasize 
す
る
衣
物
は
乳
の
大
き
い
西
洋
の
女
に
あ
つ
て
は
特
に
刺
戟
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
両
乳
と
水
落
と
の
凸
凹
が
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
露
出
す
る
抜
衣
紋
、
時
と
し
て
腋
毛
が
見
え
る
ま
で
短
い
袖
、
足
の
肌
が
す
い
て
!
よ
く
見
え
る
う
す
い
靴
足
袋
 
西
洋
の
女
の
着
物
は
そ
の
肉
体
を
売
物
に
出
し
て
ゐ
る
露
店
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
此
の
如
き
衣
裳
の
流
行
に
男
を
刺
戟
す
る
目
的
が
隠
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
は
誰
が
云
ひ
得
よ
う
。
自
分
が
女
な
ら
気
恥
か
し
く
て
こ
ん
な
着
物
は
と
て
も
着
て
ゐ
ら
れ
な
い
だ
ら
う
。
日
本
の
女
は
こ
ん
な
衣
物
の
真
似
を
す
べ
き
で
は
な
い
。
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阿部次郎の留学日記
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
彼
の
観
察
の
精
し
さ
と
好
み（
阿
部
に
と
っ
て
は
そ
れ
以
上
の
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
）と
が
知
ら
れ
る
。
付
記
一
、
資
料
・
文
献
の
調
査
と
確
認
に
際
し
て
は
、
各
地
の
図
書
館
・
文
学
館
の
他
、
畏
友
片
野
達
郎
氏
と
東
北
大
学
助
手
で
同
大
学
附
属
図
書
館
調
査
研
究
室
研
究
員
の
大
原
理
恵
さ
ん
や
角
川
書
店
の
山
口
守
義
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
点
が
あ
る
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
二
、
本
稿
は
「
阿
部
次
郎
と
小
宮
豊
隆—
—
そ
の
留
学
日
記
に
つ
い
て—
—
」
と
題
す
る
報
告
の
前
半
の
一
部
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
し
た
阿
部
の
日
本
美
術
そ
の
他
の
日
本
文
化
に
関
す
る
省
察
や
彼
地
で
の
留
学
生
た
ち
と
の
交
際
、
ま
た
小
宮
の
留
学
生
活
等
に
つ
い
て
は
、
本
稿
と
前
後
し
て
出
る
見
込
の
続
稿
28
（
本
学
『
人
文
科
学
研
究
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
』
 
所
載
）に
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。
